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─────────────────────────────────────────── 

令和３年 第１回（定例）周 防 大 島 町 議 会 会 議 録（第２日） 

                             令和３年３月５日（金曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

                         令和３年３月５日 午前９時30分開議 

 日程第１ 議案第１号 令和３年度周防大島町一般会計予算 

 日程第２ 議案第２号 令和３年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算 

 日程第３ 議案第３号 令和３年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算 

 日程第４ 議案第４号 令和３年度周防大島町介護保険事業特別会計予算 

 日程第５ 議案第５号 令和３年度周防大島町渡船事業特別会計予算 

 日程第６ 議案第６号 令和３年度周防大島町水道事業特別会計予算 

 日程第７ 議案第７号 令和３年度周防大島町下水道事業特別会計予算 

 日程第８ 議案第８号 令和３年度周防大島町病院事業特別会計予算 

 日程第９ 議案第９号 令和２年度周防大島町一般会計補正予算（第１２号）（討論・採決） 

 日程第10 議案第10号 令和２年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

（討論・採決） 

 日程第11 議案第11号 令和２年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３ 

            号）（討論・採決） 

 日程第12 議案第12号 令和２年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）（討

論・採決） 

 日程第13 議案第13号 令和２年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）（討

論・採決） 

 日程第14 議案第14号 令和２年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第２号）（討論・

採決） 

 日程第15 議案第15号 令和２年度周防大島町水道事業特別会計補正予算（第２号）（討論・

採決） 

 日程第16 議案第16号 令和２年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第３号）（討論 

            ・採決） 

 日程第17 議案第17号 令和２年度周防大島町病院事業特別会計補正予算（第６号）（討論・

採決） 

────────────────────────────── 
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本日の会議に付した事件 

 日程第１ 議案第１号 令和３年度周防大島町一般会計予算 

 日程第２ 議案第２号 令和３年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算 

 日程第３ 議案第３号 令和３年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算 

 日程第４ 議案第４号 令和３年度周防大島町介護保険事業特別会計予算 

 日程第５ 議案第５号 令和３年度周防大島町渡船事業特別会計予算 

 日程第６ 議案第６号 令和３年度周防大島町水道事業特別会計予算 

 日程第７ 議案第７号 令和３年度周防大島町下水道事業特別会計予算 

 日程第８ 議案第８号 令和３年度周防大島町病院事業特別会計予算 

 日程第９ 議案第９号 令和２年度周防大島町一般会計補正予算（第１２号）（討論・採決） 

 日程第10 議案第10号 令和２年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

（討論・採決） 

 日程第11 議案第11号 令和２年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３ 

            号）（討論・採決） 

 日程第12 議案第12号 令和２年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）（討

論・採決） 

 日程第13 議案第13号 令和２年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）（討

論・採決） 

 日程第14 議案第14号 令和２年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第２号）（討論・

採決） 

 日程第15 議案第15号 令和２年度周防大島町水道事業特別会計補正予算（第２号）（討論・

採決） 

 日程第16 議案第16号 令和２年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第３号）（討論 

            ・採決） 

 日程第17 議案第17号 令和２年度周防大島町病院事業特別会計補正予算（第６号）（討論・

採決） 

────────────────────────────── 

出席議員（13名） 

１番 山中 正樹君       ２番 栄本 忠嗣君 

３番 白鳥 法子君       ４番 竹田 茂伸君 

５番 山根 耕治君       ６番 岡﨑 裕一君 

８番 田中 豊文君       ９番 新田 健介君 
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10番 吉村  忍君       11番 久保 雅己君 

12番 小田 貞利君       13番 尾元  武君 

14番 荒川 政義君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

７番 砂田 雅一君                 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 大川  博君     議事課長 池永祐美子君 

書  記 浜元 信之君                 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 藤本 淨孝君   副町長 ………………… 岡村 春雄君 

教育長 ………………… 西川 敏之君   病院事業管理者 ……… 石原 得博君 

総務部長 ……………… 大下 崇生君   産業建設部長 ………… 中村 光宏君 

健康福祉部長 ………… 近藤  晃君   環境生活部長 ………… 伊藤 和也君 

統括総合支所長 ……… 山本  勲君                      

会計管理者兼会計課長 ……………………………………………………… 重冨 孝雄君 

教育次長 ……………… 永田 広幸君   病院事業局総務部長 … 大元 良朗君 

総務課長 ……………… 中元 辰也君   財政課長 ……………… 藤本 倫夫君 

社会教育課長 ………… 辻田 建一君   水道課長 ……………… 小泉 周三君 

下水道課長 …………… 江本 達志君                      

────────────────────────────── 

午前９時30分開議 

○議長（荒川 政義君）  改めまして、おはようございます。 

 砂田議員から、欠席の通告を受けております。 

 昨日の本会議に引き続き、お疲れ様です。これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付してあるとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第１号 
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○議長（荒川 政義君）  日程第１、議案第１号令和３年度周防大島町一般会計予算を議題としま

す。 

 補足説明を求めます。大下総務部長。 

○総務部長（大下 崇生君）  議案第１号令和３年度周防大島町一般会計予算について補足説明を

いたします。 

 予算書及び事項別明細書につきましては、一般会計と特別会計で別冊となっております。一般

会計の予算書を御用意願います。 

 それでは、一般会計予算の補足説明をさせていただきます。 

 予算書の３ページをお願いいたします。 

第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を１３０億９,５００万円と定めております。対前

年度比５.８％、８億円の減額予算となっております。 

 第２条地方債は、１２ページの第２表のとおり、それぞれの事業実施にあたり起こすことので

きる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるものであり、その限度額

を１３億５２０万円と定めるものでございます。 

 第３条は、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れ最高額を３０億

円と定めるものであります。 

 第４条は歳出予算の流用についてでございますが、歳出予算の各項の経費の金額を流用するこ

とができる場合は、同一款内における給料等の項間の流用と定めるものでございます。 

 それでは、事項別明細書により、歳入歳出予算の主なものにつきまして御説明をさせていただ

きます。 

 まず歳入でございます。事項別明細書の１９ページをお願いいたします。 

 １款町税１項町民税は、４億９,２７１万円を計上いたしました。前年度から２,１３８万

９,０００円の減額計上でございます。 

 ２項固定資産税は、土地家屋償却資産の全ての課税部分において減額が見込まれることから、

前年度比２,７３９万２,０００円の減、６億４,１８７万９,０００円の計上でございます。 

 ２０ページの３項軽自動車税につきましては、若干の増額計上をいたしております。 

 また、４項たばこ税につきましては６００万円の増、５項入湯税につきましては２００万円の

減額を見込んで計上いたしております。 

 ２１ページの２款地方譲与税から２３ページ９款地方特例交付金までは、いずれも令和２年度

の決算見込みと地方財政見通しをもとに試算し計上をしております。なお、９款地方特例交付金

につきましては、２項新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補てん特別交付金１,１００万

円を新たに計上いたしております。 
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 ２４ページ、１０款地方交付税は、前年度より４億８,１００万円減額の６９億７,９００万円

を計上しております。令和３年度から令和２年国勢調査の人口が算定に用いられることから、調

査人口の減少により交付額が大幅に減少すると見込んでおります。 

 特別交付税は前年度と同額の６億１,０００万円の計上となっております。また、町債のうち

の臨時財政対策債を含めた広義の地方交付税額は、７３億５,８００万円と対前年度比４.３％の

減額となっております。 

 １１款交通安全対策特別交付金は、前年度から１００万円減の２００万円を計上いたしており

ます。 

 １２款分担金及び負担金１項分担金は、県営事業戸田地区の耕作放棄地解消発生防止基盤整備

事業の分担金１００万円の計上でございます。 

 ２項負担金は、老人保護措置費負担金や児童福祉費負担金など、計３,６２１万８,０００円を

計上いたしております。 

 ２５ページからの１３款使用料及び手数料１項使用料は、町営駐車場、斎場、市民農園、中小

企業従業員住宅、星野哲郎記念館、公営住宅等々町内各施設の使用料の計上でございます。 

 ２８ページからの２項手数料につきましては、戸籍、住民票等の発行手数料、ごみ処理手数料

など合わせて２,５２４万６,０００円の計上でございます。 

 ３０ページ、１４款国庫支出金の１項国庫負担金は、国保基盤安定負担金、障害者自立支援給

付費負担金、私立保育所運営費負担金、児童手当負担金や福祉事務所関係経費の児童扶養手当負

担金、生活保護費負担金など、総額８億４,７７８万９,０００円の計上でございます。 

 ３１ページの２項国庫補助金のうち、１目総務費国庫補助金では、再編交付金９,１５８万円

が主な計上となっております。 

 ２目民生費国庫補助金は、子ども・子育て支援交付金などの計上を、３目衛生費国庫補助金は、

合併浄化槽設置の補助に係る循環型社会形成推進交付金や感染症予防事業等国庫補助金などを、

４目農林水産業費国庫補助金には海岸保全施設整備事業補助金３,７２５万円の計上でございま

す。 

 ５目土木費国庫補助金は、道路改良事業や橋りょう改築事業に係る活力創出基盤整備交付金

４,３９７万円の計上となっております。 

 ３２ページ、６目消防費国庫補助金は、耐震診断や耐震改修に対する住宅・建築物耐震改修等

事業交付金やハザードマップ作成事業に対する交付金の計上であります。 

 ７目教育費国庫補助金は、令和２年度に小学校費補助金において、スクールバスの購入、また

中学校費補助金での統合中学校のための既存校舎の改修事業がそれぞれ終了したことから、大き

く減額をしての計上となっております。 
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 ８目災害復旧費国庫補助金には、令和２年７月豪雨により被害を受けました農業用施設及び林

道の災害復旧事業に対する補助金２,１４４万８,０００円の計上であります。 

 ３項国庫委託金は、基礎年金等に係る事務委託金などを計上いたしております。 

 ３３ページをお願いいたします。１５款県支出金１項県負担金は、国保基盤安定負担金、障害

者自立支援給付費負担金、後期高齢者基盤安定負担金、私立保育所運営費負担金、児童手当負担

金、生活保護費負担金等、総額４億５,６５８万５,０００円の計上でございます。 

 ３４ページ、２項県補助金２目民生費県補助金には、福祉医療費補助金、国保負担軽減対策費

助成事業補助金、子ども・子育て支援交付金などが主なもので、８,５７３万１,０００円の計上

でございます。 

 ３目衛生費県補助金は、広域水道出資債元利補給金３,７２７万６,０００円や水価安定補助金

１,３３５万４,０００円が主なものであり、計５,３６８万６,０００円の計上となっております。 

 ３５ページ、４目農林水産業費県補助金は、農業費補助金に、中山間地域等直接支払交付金事

業補助金、新規就農者確保事業補助金、新規就業者等産地拡大促進事業補助金、やまぐち元気生

活圏活力創出事業補助金等を、３６ページ、水産業費補助金には、海岸保全施設整備事業補助金、

水産物供給基盤機能保全事業補助金などをそれぞれ計上し、計１億５,９３９万円の予算額とな

っております。 

 ５目商工費県補助金は、生活バス路線対策事業への補助金、柳井広域消費生活センターの運営

に係る山口県消費者行政推進事業費補助金、ゆめはな開花プロジェクト推進事業補助金の計上で

あります。 

 ６目消防費県補助金は、山口県民間建築物耐震改修等推進事業費補助金の計上でございます。 

 また、７目教育費県補助金には、部活動の指導や地域連携担当教職員を補助するための補助金

として、部活動指導員配置事業補助金や地域アシスタント事業補助金を県の再編交付金を活用し

た国際交流推進事業補助金等を計上いたしております。 

 ３７ページ、３項県委託金の１目総務費県委託金につきましては、県税徴収事務委託金や衆議

院議員選挙・山口県知事選挙に関する委託金が主なものでございます。 

 ３８ページの５目商工費県委託金は、主に片添ヶ浜海浜公園の指定管理料として３,０８７万

４,０００円を計上しております。 

 ６目土木費県委託金は、水門、樋門の管理に関する委託金の計上が主なものでございます。 

 ３９ページ、７目消防費県委託金におきましては、県防災センターの指定管理料２,７０４万

円を計上いたしております。 

 １６款財産収入には、財産運用収入として土地及び建物の貸付収入や教職員住宅の家賃収入と

各基金の利子収入を計上しております。 
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 また、４１ページの１７款寄附金におきましては、主にふるさと寄附金１,６５０万円の計上

であります。 

 １８款繰入金は、財政調整基金から３億９,９００万３,０００円、各種福祉事業に充当する福

祉振興基金から１,３８５万８,０００円を、ちびっ子医療費助成事業基金からは１,７０２万

６,０００円、観光振興事業助成基金は１,１４６万８,０００円を、４２ページ、福祉医療費一

部負担金助成事業基金は１,０８３万４,０００円、ふるさと応援基金から８５０万円、ＣＡＴＶ

加入促進事業基金からは２５０万円、外国語活動推進事業基金からは８９５万４,０００円を、

それぞれの基金条例の目的に応じて取り崩すこととしております。また、地方創生につなげる取

組に充当するため、町独自のまち・ひと・しごと創生基金から３,３２１万３,０００円、周防大

島高等学校通学支援費給付事業に充てるための周防大島高等学校通学支援費給付基金からは

４００万円、医師不足を解消するため、再編交付金を財源として積立て、病院事業局へ繰り出す

財源とするための医療確保対策事業基金繰入金を８,８５０万円計上いたしております。 

 ４３ページ、１９款繰越金は前年度と同額の１,０００万円を計上しております。 

 ４４ページ、２０款諸収入３項貸付金元利収入は、中小企業勤労者小口資金貸付金、地域総合

整備資金貸付金等の元利または元金収入の計上でございます。 

 ４項雑入では、学校給食収入が４,２５３万６,０００円、また、雑入におきましては新市町村

振興宝くじ交付金、福祉医療費高額払戻金、ごみ収集袋の売上代金、片添ヶ浜施設使用料、ロー

ドレース大会の参加料等が主なものとなっておりますが、合計１億８,１０８万５,０００円の計

上となっております。 

 ４９ページからは２１款町債でございます。３目過疎対策事業債５目臨時財政対策債６目合併

事業債が主なものとなっております。 

 以上が歳入でございます。 

 続きまして、歳出の主なものについて御説明をいたします。 

 ５１ページをお開き願います。１款１項１目議会費は総額９,６０４万４,０００円の計上で、

職員人件費並びに議員報酬、議会運営経費等が主なものでございます。 

 ５３ページの２款総務費１項総務管理費１目一般管理費の職員人件費は、特別職、一般職

５２名分の給料、各種手当、共済費のほか、退職手当組合負担金等を合わせて５億７,４９０万

円の計上でございます。 

 ５４ページの行政一般経費におきましては、５,４８７万６,０００円の計上となっております。 

 ５６ページ、契約監理一般経費では、契約・工事管理システムの改修業務や運用経費が主なも

のでございます。 

 ５７ページ、２目文書広報費文書広報事業費は、町広報誌の作成経費と町勢要覧の作成業務委
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託料が主なものでございます。 

 情報通信施設管理経費は、防災行政無線の設備更新に係る経費を、５８ページ、地域情報通信

基盤整備推進事業では、ケーブルＴＶの行政チャンネルである周防大島チャンネルの番組制作委

託料やＣＡＴＶ加入促進事業補助金等を計上いたしております。 

 ６０ページ下段、５目財産管理費財産管理一般経費は、公共施設及び公用車の保険料等の計上

のほか、指定管理者に委託しております施設や町有財産等の緊急修繕費、工事請負費、備品購入

費等の計上でございます。 

 また、６１ページの基金管理経費は、基金利息を積立金として基金に積み立てるものでござい

ますが、再編交付金を財源とした医療確保対策事業基金の積立金も計上いたしております。 

 ６２ページ、６目企画費企画一般経費は、３,３５２万７,０００円の計上でございます。ここ

では公共施設等総合管理計画の策定業務委託料の計上や、６４ページ、周防大島高校を支援する

会補助金、東京圏移住支援事業支援金、空家バンク登録推進事業補助金等を計上するとともに、

イベントの共同開催や行政事務の広域処理の研究協議に取り組む柳井地区広域行政連絡協議会、

広島広域都市圏協議会、離島振興協議会等の負担金を計上しております。 

 ６５ページ、ふるさと応援事業は、ふるさと寄附金に係る事業を計上するもので、寄附金の受

付から返礼品の調達や発送までの委託料や、ふるさと応援基金の積立金等を予算化しております。

活用につきましては、令和３年度におきましては、災害対策事業の洪水ハザードマップの作成や

有害鳥獣対策事業のイノシシ捕獲用の箱わなの購入費に充当する予定としております。 

 また、海域保全管理事業は、瀬戸内海国立公園海域及び陸域公園地区の自然環境の保全と、ニ

ホンアワサンゴ等の資源を活用とした地域振興の推進を図る取組に係る費用を計上いたしており

ますが、地家室園地に係る拠点施設整備に向けた地質調査や基本・実施設計等を行うこととして

おります。 

 ６６ページ、企業誘致対策事業は、町内に企業誘致をすることで、しごとやひとの流れを創出

し、若年層の定住を促進しようとするもので、現在、サテライトオフィスとして利用しておりま

す旧和田小学校に関する経常経費等、１３８万８,０００円の計上でございます。若者定住促進

住宅用地整備事業は、東和地区での用地貸付に関する維持管理経費を計上しております。 

 ６７ページ、若者定住促進住宅建設事業は、若者の定住を促進するため、若者向け住宅の建設

を行うものでありますが、浮島地区の定住促進住宅建設に係る実施設計や明新住宅・浮島住宅の

登記費用、土地購入費などの計上でございます。 

 ７目支所及び出張所費では、１億５,０４１万９,０００円を計上しており、各庁舎の維持管理

のほか、工事請負費、原材料費、小規模施設整備事業補助金により、防災減災対策をはじめ、地

域住民からの要望に迅速に対応しようとするものでございます。令和３年度につきましては、東
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和支所経費に旧森野中学校解体に係る工事請負費４,００９万５,０００円を計上いたしておりま

すので、全体といたしましては増額での要求となっております。 

 また、各出張所経費には、会計年度任用職員の報酬、施設の維持管理経費を計上しております。

７５ページには、定住対策の一環として、空家を町で一括借り上げ、移住者や町内外の若者へ住

居の提供を行う空家有効活用事業に４６１万９,０００円を計上しております。 

 ７７ページの８目電子計算費は、基幹系システムや内部情報系システムの保守管理、庁舎間ネ

ットワーク等の維持管理経費など１億７,４１１万６,０００円の計上となっております。 

 ７８ページ、９目地域振興費地域づくり推進事業は、自治会振興奨励金、地域づくり活動支援

補助金等の計上であります。 

 ７９ページ、地域おこし協力隊経費、８０ページの集落支援員経費、８１ページの町人会経費

は、それぞれの事業活動に必要な経費の計上をいたしております。 

 ８２ページ、１０目交通安全対策費につきましては、交通安全に係る啓発経費、交通安全協会

への負担金等の計上でございます。 

 ８３ページ、１１目諸費は４７２万８,０００円の計上でありますが、県市町総合事務組合を

はじめとする各種団体への負担金が主なものでございます。 

 ８４ページをお願いします。２項徴税費１目税務総務費の税務一般経費は、広島広域都市圏で

実施いたします航空写真撮影に係る負担金９０８万３,０００円や償還金や還付加算金等の経費

４６０万円を含む１,５２１万４,０００円の計上を、８５ページの２目賦課徴収費におきまして

は、納税通知書の印刷及び郵送等に係る経費や、軽自動車税ワンストップサービス対応に伴うシ

ステム改修費、土地家屋台帳・公図管理システムの更新業務等として１,６７６万６,０００円の

計上でございます。 

 ８７ページ、３項戸籍住民基本台帳費の戸籍住民基本台帳一般経費につきましては、戸籍シス

テム・住基ネットワークシステム等の保守点検料や事務機器の借上料、法改正に伴う各システム

の改修経費などの計上でございます。 

 ８９ページ、４項選挙費でございますが、令和２年度の町長選挙費、町議会議員選挙費に代わ

り、令和３年度では２目に衆議院議員選挙費、３目に山口県知事選挙費に係る各経費を新規計上

いたしております。 

 ９３ページ、５項統計調査費は、５年に１度の国勢調査をはじめ各センサス、統計調査等の終

了に伴い１,４７０万３,０００円減の１５１万７,０００円の計上となっております。 

 ９４ページの６項監査委員費は、監査委員報酬など１５２万６,０００円の計上でございます。 

 続きまして、９５ページ、３款民生費をお願いいたします。はじめに、１項社会福祉費でござ

いますが、１目社会福祉総務費におきましては、社会福祉総務一般経費に町社会福祉協議会への
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補助金４,４８８万８,０００円を含む５,５２０万２,０００円の計上となっております。 

 ９６ページ、民生委員児童委員会経費には、民生委員児童委員の活動費として１,５１５万

６,０００円を、また、福祉医療事業には、１億１,８０８万円の計上でございますが、福祉医療

費一部負担金助成事業基金からの充当をいたしております。 

 ９７ページ、ちびっ子医療費助成事業は、１,２８０万６,０００円を計上しております。小学

生以下の全ての子供の医療費を無料化とするものでございます。 

 また、中学生医療費助成事業は、ちびっ子医療費助成事業の対象を拡充し、中学生までを対象

とした医療費の無料化を行うもので、４９２万６,０００円の計上でございます。 

 ９８ページ、福祉センター運営経費は、久賀福祉センターの管理運営経費６５９万４,０００円

の計上となっております。 

 ９９ページ、社会福祉施設整備事業経費は、老人ホームやグループホーム等の各施設の借地料

など３１６万７,０００円の計上、１００ページ、生活困窮者自立支援事業は、生活困窮者自立

支援法に基づく相談支援員の配置に係る経費等を計上いたしております。 

 １０１ページ、２目障害福祉費の障害福祉一般経費につきましては、町外の就労訓練事業所へ

通うために要する交通費を助成する、障害者就労訓練施設通所交通費助成事業が主なものでござ

います。 

 １０２ページ、障害者地域生活支援事業には、１,３２７万１,０００円を計上し、障害者への

訪問入浴サービス事業、障害者相談支援事業、移動支援事業等の委託料、また、日常生活用具給

付事業、自動車運転免許取得費助成事業などの扶助費が主な計上でございます。 

 １０３ページ、障害者自立支援給付費事業は、４億２,００１万８,０００円の計上でございま

すが、負担金、補助及び交付金において、障害者に対する在宅でのサービスや施設への入所、通

所に要する介護給付費・訓練等給付費の３億９,９２７万８,０００円が主なものとなっておりま

す。 

 １０４ページ、更生医療事業は、１,６１９万９,０００円の計上。１０５ページ、特別障害者

手当等給付事業は福祉事務所への設置に伴うもので、特別障害者手当及び障害児福祉手当

５８９万２,０００円を扶助費として計上しております。 

 また、障害児施設給付費事業は、障害児通所給付費が主なものとなりますが、１,７９５万

３,０００円の計上となっております。 

 １０６ページ、３目老人福祉費老人福祉一般経費は、はり・きゅう等施術助成事業、ねたきり

老人等紙おむつ助成事業の扶助費が主なもので、１,５８５万円の計上でございます。 

 １０７ページの老人福祉事業は、高齢者生活福祉センターしらとり苑と和田苑の指定管理料や

養護老人ホームの入所に対する老人保護措置費など、１億６,３７４万８,０００円の計上であり
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ます。 

 １０８ページ、敬老会事業は、敬老会の実施に係る経費の計上、介護予防・地域支え合い事業

（補助）につきましては、単位老人クラブ及び老人クラブ連合会が実施する健康づくり事業等へ

の補助金の計上でございます。 

 また、介護予防・地域支え合い事業（単独）は、町が単独事業として取り組むもので、食の自

立支援事業、緊急通報システム事業、高齢者の地域活動等事業補助に係る予算、９３６万

６,０００円の計上となっております。 

 １０９ページ、県後期高齢者医療広域連合事業は、医療給付費の一部を負担する後期高齢者療

養給付費等負担金、及び事務費等負担金、合わせて４億１,０７２万６,０００円を計上しており

ます。 

 ４目国民年金費国民年金一般経費は、国民年金の受付業務等を行う経費を計上いたしておりま

す。 

 １１０ページ、５目介護保険対策費介護保険対策事業は、介護報酬の改定等に伴うシステム改

修費２４１万３,０００円を含む２６３万７,０００円の計上であります。 

 １１２ページ、２項児童福祉費１目児童福祉総務費のうち、児童福祉総務一般経費では、各保

育所で月２回程度開催を予定しております保育所英語講師派遣事業の講師への報償費等が主な計

上でございます。 

 １１３ページの児童福祉事業は、町内児童クラブの運営委託料、子育て支援センターを運営委

託する地域子育て支援拠点事業委託料及び母親クラブへの助成金等を計上いたしております。 

 児童公園等管理経費には、福祉課が管理しております児童公園等の維持管理経費の計上でござ

います。 

 １１４ページ、児童館運営経費は、久賀福祉センター２階に設置しております児童館に関する

経費、５１５万円の計上でございます。 

 １１５ページ、家庭児童相談援助事業は、福祉事務所の設置に伴い、家庭児童相談室に配置す

る家庭相談員に要する経費が主なものでございます。 

 ２目児童措置費の児童手当事業は、児童手当の給付に要する事務費と給付費の合わせて１億

５９６万３,０００円の計上でございます。給付額につきましては、３歳未満児には月１万

５,０００円、３歳以上小学校終了前までは月額１万円、第３子以降は月額１万５,０００円、中

学生が月額１万円、所得限度額を超える世帯の場合は月額５,０００円となっております。 

 １１６ページ、３目母子福祉費は、福祉事務所の設置に伴う事業で、４,９８０万９,０００円

の計上となっております。 

 児童扶養手当事業は、ひとり親世帯等の養育支援で、児童扶養手当の扶助費４,３４６万
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９,０００円が主なものとなっております。 

 母子家庭等自立支援給付金事業は、母子家庭等の自立のための就業支援を行うもので、扶助費

１８８万円の計上、母子・父子自立支援相談事業は、母子・父子・寡婦の自立支援に係る相談事

業を実施するものであり、母子・父子自立支援員への報酬が主なものとなっております。 

 また、１１７ページ、母子生活支援施設措置委託事業は、心身と生活を安定させるため、母子

生活支援施設へ入所措置をとった場合の施設への支弁経費を計上するものでございます。 

 ４目保育所費は、町立保育所の運営費として、職員人件費を含め５,０４０万４,０００円の計

上でございます。なお、令和３年度から日良居保育所の民営化に伴い、５,２６７万４,０００円

の減額となっております。 

 １１９ページ、５目保育所運営費は、私立保育所の運営に係る委託料と障害児保育事業、延長

保育促進事業、保育士等の研修を支援する子ども・子育て支援体制整備総合推進事業、副食費補

助金などの各補助金の計上であり、計４億６,１７５万８,０００円となっております。 

 １２０ページ、３項生活保護費は、１目生活保護総務費に、生活保護等の関係事務に要する職

員人件費３,９１６万６,０００円を、生活保護総務一般経費に事務経費として４３２万円を計上

しており、嘱託医への報酬、システムの保守管理業務委託料が主なものでございます。 

 １２１ページ、２目扶助費におきましては、生活保護費関係の扶助費３億１,８５５万

９,０００円の計上となっておりますが、世帯数と受給者数の減少により、前年度比６１２万円

の減額計上となっております。 

 続きまして、１２２ページ、４款衛生費１項保健衛生費をお願いいたします。 

 １目保健衛生総務費の保健総務一般経費は１,４０１万円の計上でありますが、減塩と運動及

び身体活動の推進に重点を置いて取り組む健康増進計画推進事業経費などを計上いたしておりま

す。 

 １２４ページの母子保健事業は、妊婦一般健診や産婦健診、産婦・乳児の心身のケア等を行う

産後ケア事業に加え、不妊治療費助成金や未熟児養育医療給付金に係る費用として、１,０４１万

３,０００円を計上いたしております。 

 １２６ページの救急医療体制事業は、町内の一次救急及び二次救急である柳井広域圏の救急医

療体制の確立を図るため、１,５９９万５,０００円を計上するものでございます。救急告示病院

である周東総合病院への運営費負担金や医療機関において安心して出産できる環境を確保するた

めの周産期医療支援事業、産科医確保支援事業の補助金及び周産期医師確保支援事業補助金等も

計上しております。 

 しまとぴあスカイセンター管理経費は、施設の管理経費４０５万２,０００円の計上でござい

ます。 
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 また、１２７ページ、日良居庁舎管理経費には、庁舎の維持管理に係る経費、５１４万

４,０００円を計上するものでございます。 

 １２８ページ、保健衛生対策事業（新型コロナウイルス対策）は、令和２年１０月に開設をい

たしました地域外来・検査センターの設置運営に係る経費として、病院事業特別会計への繰出金

を含む計４２７万６,０００円を計上しております。 

 ２目予防費の健康増進事業は、町民の健康の保持増進を図るため、健康相談、健康教育、訪問

指導や節目検診として歯周疾患検診、骨粗しょう症検診、肝炎ウイルス検診、食塩摂取量調査の

実施に係る経費として、２６６万３,０００円を計上いたしております。 

 １２９ページ、検診事業は、２,９４５万１,０００円の計上でございます。各種がん検診や脳

ドック検診等の経費を計上しており、がんの早期発見、早期治療を目指すものでございます。子

宮がんや乳がん検診では、受診率を高めるため、医療機関での個別検診を実施することとしてお

ります。 

 予防接種事業では、小児に対する四種混合、日本脳炎などのほか、高齢者のインフルエンザ、

６５歳から５歳ごとの節目を対象とする成人用肺炎球菌ワクチンの予防接種、風しんの抗体検

査・予防接種等、４,２７１万５,０００円を計上し、実施することとしております。 

 １３１ページ、３目環境衛生総務費環境衛生総務一般経費は、試験的に実施をいたします新規

事業、地域ねこ活動等推進事業に係る経費を含む４０８万４,０００円の計上でございます。 

 １３２ページ、水道対策事業は、柳井地域広域水道企業団への補助金及び出資金６４万

４,０００円の計上、また、合併浄化槽設置事業におきましては、下水道等処理区域との格差是

正及び汚水処理人口普及率の増大を目的として町単独でのかさ上げ補助を行っております。 

 １３３ページ、４目火葬場費は、２,９２３万７,０００円を計上し、町内の斎場の管理運営を

行うものでございます。 

 １３６ページ、２項清掃費１目清掃総務費久賀東庁舎維持管理事業では、久賀東庁舎の維持管

理経費４１６万７,０００円の計上であります。 

 １３７ページ、２目じん芥処理費のうちじん芥処理経費は、主に廃棄物収集のための経費とし

て８,４８９万４,０００円の計上でございます。 

 １３８ページ、じん芥処理施設管理経費は、清掃センターの維持管理経費として、１億

５,７８０万４,０００円の計上でありますが、施設の長寿命化を図るための定期補修等修繕費を

６,３３５万７,０００円。 

１３９ページ、焼却灰運搬処分の委託料１,８００万８,０００円、施設の運転管理業務委託料

４,９８１万９,０００円等が主なものとなっております。 

 不燃物処理施設管理経費は、環境センターの維持管理を行うための５,００３万４,０００円を
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計上しております。 

 １４０ページ、定期補修等の修繕費が１,４２０万４,０００円、資源ごみ選別業務に

１,２８３万７,０００円、リサイクル不適物運搬処分の委託料８７６万３,０００円等が主なも

のとなっております。 

 １４１ページ、３目し尿処理費し尿処理経費は、情島、前島、笠佐島の各離島におけるし尿処

理施設維持管理等の経費を計上しております。 

 １４２ページ、し尿処理施設管理経費の１億１,８７３万２,０００円は、衛生センターの維持

管理経費でございます。清掃センターと同様に施設の運転管理の外部委託により効率的な運用を

図ることとしております。長延命化を図るための定期補修等修繕費１,５２７万７,０００円、施

設運転管理業務委託料２,９３２万２,０００円、また施設運転開始時から使用しており、老朽化

の著しい機器の更新費用３,７６８万６,０００円等を計上いたしております。 

 次に、５款農林水産業費をお願いいたします。 

 １４３ページ、１項農業費１目農業委員会費農業委員会一般経費は、農業委員及び農地利用最

適化推進委員の報酬及び委員会の運営経費等の計上でございます。 

 １４６ページの３目農業振興費の農業振興対策一般経費は、主にルーラルオレンジフェスタ事

業負担金、生改連協議会補助金等の計上となっております。 

 担い手総合支援事業は２,６５０万５,０００円の計上でございます。委託料の大島農業担い手

就農支援事業は、かんきつ主体の新規就農希望者の研修支援といたしまして、ＪＡ山口県周防大

島統括本部等の業務の中で、就農に向けた研修を行おうとするもので、２名分２１６万円の計上

をしております。 

 また、１４７ページ、負担金、補助及び交付金においては、担い手育成総合支援協議会への交

付金のほか、２,４３４万５,０００円を計上し、新規就農者への支援を行うこととしております。 

 特産対策事業では、３,３２０万７,０００円を計上し、主に本町の基幹産業であるかんきつ栽

培等を支援することとしており、病害虫発生防止のための伐採や薬剤の助成等を実施することと

しております。 

 鳥獣被害防止施設等整備事業補助金は、イノシシの被害対策として設置する防護柵等の購入費

を助成しております。 

 大島かんきつ産地継承実践プランの実現に向け、ゆめほっぺなどの高品質果実の安定生産を図

るため、タイベックマルチ・排水対策事業補助金、ゆめほっぺ比率向上対策事業補助金等も引き

続き計上いたしております。 

 このほか１４８ページ、新規就業者等産地拡大促進事業補助金により、ハウス施設導入に取り

組む農業者の負担軽減を図るため、ハウス施設導入モデル支援事業補助金を計上しております。 
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 １４８ページ、中山間地域等直接支払事業は、１,３８６万８,０００円の計上で、農地の多面

的機能の確保のため、２９集落協定地区を対象にした予算計上でございます。 

 １４９ページの橘地区農産物加工センターの管理運営経費から１５０ページの大島地区農産物

加工センター管理運営経費までは、各農産物加工施設の維持管理経費を計上いたしております。 

 また、農園施設管理経費は、市民農園施設であるガルテンヴィラ大島やクカインガルデンの維

持管理経費でございます。 

 １５１ページ、耕作放棄地解消支援事業は、県営耕作放棄地解消発生防止基盤整備事業の組織

づくり等事業推進に要する戸田地区の事務的な経費の計上、農地中間管理機構事業は、農業の担

い手の経営規模拡大や農用地の集積・集約化、新たな農業経営参入を効率的に促進するため、県

において設置されている農地中間管理機構の業務の一部を受託するものでございます。 

 １５２ページ、環境保全型農業直接支払事業につきましては、環境にやさしい農業に取り組む

農業者を支援するための経費２１万９,０００円の新規計上であります。 

 ４目畜産業費は、東部地区家畜診療所運営への負担金と、新規計上の資源循環型肉用牛経営育

成事業補助金が主なものとなっております。 

 １５３ページ、５目農地費、農地一般管理経費は、１,３８８万２,０００円の計上であります

が、１５４ページ、地域からの要望に対応する工事請負費８０４万６,０００円が主なものでご

ざいます。 

 また、１５５ページ、排水施設管理事業は、農林課が所管する排水施設の管理経費であります

が、土居東排水機場の排水状況調査に係る委託料や、西屋代かんがい排水ポンプの取替工事、土

居中排水機場の補修工事等が主なものとなっております。 

 県営農業基盤整備事業は、農道保全対策事業や耕作放棄地解消発生防止基盤整備事業として県

が行う事業の負担金４,０５０万円の計上であります。また、広域農道管理事業は、県から移譲

を受けた広域営農団地農道の維持管理経費の計上で、主にはトンネル施設の維持管理を行う経費

でございます。 

 １５６ページ、ため池等管理経費は、地元自治会から要望がありました２か所のため池整備に

係る工事請負費を含む、３１５万４,０００円の計上でございます。また、多面的機能支払事業

は、地域が共同で行う農業・農村の有する多面的機能を支える活動や地域資源の質向上を図る活

動を支援するもので、２７８万３,０００円の計上となっております。 

 １５７ページ、６目水田営農費は、経営所得安定対策推進事業として５１万円の計上でありま

す。主に水田の現地確認等に要する経費や周防大島地域農業再生協議会に対する事務費の補助金

を計上するものでございます。 

 １５７ページから１６０ページまでの７目農村環境改善センター費は、蒲野、沖浦、油田、白
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木の各農村環境改善センターに係る管理経費の計上でございます。 

 １６０ページからの２項林業費１目林業総務費では、林業総務一般経費において、遊歩道の整

備や伐採等を行う自然公園施設の環境整備業務を計上しております。 

 １６２ページ、有害鳥獣捕獲事業におきましては、タヌキ、イノシシ等の有害鳥獣を捕獲する

ための委託料１,８１３万円や有害鳥獣パトロール隊に係る関連経費、イノシシ捕獲用箱わなの

購入費、狩猟免許取得費用補助金等、合計２,６９５万４,０００円の計上となっております。な

お、イノシシ捕獲用の箱わなの購入費用に関しましては、ふるさと寄附金を財源に積立をしてお

ります。ふるさと応援基金からの充当をすることとしております。 

 １６３ページ、２目林業振興費造林事業には、町有林の適切な管理・整備に要する経費を、ま

た林業振興対策事業には、経営管理が適切に行われていない個人所有の森林を、適切な森林経営

について支援または管理をするための経費を、いずれも新規計上にて計上をいたしております。

この林業振興対策事業につきましては、令和３年度は意向調査を実施することとしております。 

 ３目林業施設費林道施設一般経費は、既設林道の維持補修に関する経費についての計上となっ

ております。 

 １６４ページをお願いいたします。 

３項水産業費１目水産業総務費水産総務一般経費は、県内海東部栽培漁業協会や県漁港漁場協

会等への負担金が主なものとなっております。 

１６５ページ、２目水産業振興費水産振興対策事業では、３,２３８万２,０００円の計上でござ

いますが、ナルトビエイ等の有害生物駆除に係る委託料１１０万１,０００円の計上のほか、

１６６ページ、負担金、補助及び交付金では、漁業経営構造改善事業補助金として１,３６４万

２,０００円、新規漁業就業者確保育成推進事業補助金に１,１２７万５,０００円等の補助金を

計上いたしております。 

 単県農山漁村整備事業（水産振興）では１４２万３,０００円の計上は、たこ産卵施設の設置

を行う事業であり、種苗放流育成事業につきましては、１,０１３万９,０００円を計上し、種苗

放流に係る種苗購入経費等を漁協へ補助金として交付するものでございます。 

 １６７ページ、漁具倉庫管理経費は、漁具倉庫の維持管理を行う経費５３万９,０００円を計

上しております。 

 漁場清掃事業は、漁場清掃及び隔年で実施をしております海底清掃に係る経費の計上でありま

す。 

 １６８ページ、３目漁港管理費は、２億８６万５,０００円を計上し、町内各漁港施設の維持

管理を行うものでございます。漁港施設の補修、改良のための工事請負費につきましては、再編

交付金を活用とした陸閘整備工事３,０００万円、機能保全計画に基づく改修工事費を含む１億
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５,２００万円を計上しております。 

 １６９ページをお願いいたします。４目海岸保全事業費は、職員人件費も含め９,１１１万

４,０００円を計上し、高潮対策や老朽化対策として離岸堤等の新設・改良を実施するものでご

ざいます。 

 １７１ページ、６款商工費１項商工費１目商工総務費商工総務一般経費では、柳井圏域１市

４町が共同して相談窓口を設置する広域消費生活センターの負担金等を計上いたしております。 

 １７２ページ、２目商工業振興費商工振興事業は、周防大島町商工会への商工振興事業補助金

９９１万６,０００円が主なものとなっております。 

 交通対策事業は主に１７３ページ、負担金、補助及び交付金の生活交通路線維持負担金

３,１８７万３,０００円の計上で、廃止バス路線代替運行事業につきましては、奥畑線に係る生

活バス路線対策補助金６３２万４,０００円の計上が主なものでございます。 

 １７４ページ、離島交通対策経費は、５５５万４,０００円を笠佐航路の運航経費として計上

いたしております。 

 竜崎温泉管理運営経費は、２,７８８万６,０００円の計上でございますが、指定管理料

１,３５３万円や工事請負費、備品購入費が主なものとなっております。 

 １７５ページ、ながうらスポーツ滞在型施設管理運営経費は、２,６６６万２,０００円の計上

でございます。指定管理料１,６４０万円と大ログハウスの外装改修工事７１５万円が主なもの

でございます。 

 １７６ページの中小企業従業員住宅管理経費は、維持管理経費として２３０万９,０００円の

計上であります。 

 陸奥記念館等管理運営経費におきましては、陸奥記念館、陸奥野営場、なぎさ水族館の管理運

営をするための職員人件費や工事請負費、備品購入費等を計上いたしております。 

 また、１７８ページ、総合交流ターミナル管理運営経費では、道の駅サザンセトとうわの維持

管理費備品購入費等の計上でございます。令和２年度に道の駅の改修工事と白木公有地の整備が

完了したことから、大幅な減額での計上となっております。 

 １７９ページ、サン・スポーツランド片添等管理運営経費におきましては、指定管理料や逗子

ヶ浜にある青少年旅行村の管理棟新築工事費を計上いたしております。 

 １８０ページ、３目観光費観光一般経費では、４,０２８万４,０００円の計上でございます。

広告料においては、周防大島の魅力を発信する広島送客誘発型広報事業を、１８１ページ負担金、

補助及び交付金では、周防大島観光協会への補助金２,４０３万８,０００円や再編交付金を活用

した観光振興事業への補助金、サザンセト・ロングライド負担金等を引き続き計上をいたしてお

ります。 
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 １８２ページ、体験交流型観光推進事業は、４８３万６,０００円の予算計上でございます。

体験型修学旅行の誘致など、体験交流型観光を推進するものでありますが、令和２年度は新型コ

ロナウイルス感染症の影響により、修学旅行の受入れができませんでした。なお、令和３年度に

つきましては、現在１７校、２,２５５名の受入れを予定しております。 

 公園等管理経費につきましては、ビー玉海岸や屋代ダム公園等の管理経費のほか、町が県から

指定管理者として指定されております片添ヶ浜海浜公園について、一般社団法人東和ふるさとセ

ンターへ管理を再委託する委託料等を計上いたしております。 

 また、瀬戸公園の雑木伐採工事費や嵩山ランチャー台防護柵設置工事に係る経費等を新規に計

上いたしております。 

 １８３ページ、やしろ郷ふれあいの里事業でございますが、フィッシングビレッジやしろ郷と

自光寺川ピッコロランドの解体撤去等に係る設計業務委託料や工事請負費６,０２０万９,０００円

を含む、計６,１３２万５,０００円の計上であります。 

 １８４ページ、星野哲郎記念館管理運営経費は、維持管理経費とイベント・企画展の実施に係

る経費等１,５８８万８,０００円の計上となっております。 

 １８５ページ、ゆめはな開花プロジェクト推進事業は、県や山口県振興協会の補助を受けて実

施する農林課所管の少人数によるツアーイベント、商工観光課所管の瀬戸内アルプス縦走ウォー

キングイベントの実施等に関する経費を計上いたしております。 

 次は、７款土木費でございます。 

 １８７ページ、１項土木管理費１目土木総務費土木総務一般経費におきましては、関係する各

種団体への負担金等の計上が主なものでございます。 

 続きまして、１８８ページの２項道路橋りょう費１目道路橋りょう維持費につきましては、町

道維持管理に係る道路等管理委託料、測量設計委託料、工事請負費、工事原材料費等のほか、道

路拡幅のための土地購入費や物件補償費を計上しております。 

 なお、１８９ページの工事請負費には５,０００万円を計上し、住民生活に密着した生活道等

の整備にあたることとしております。 

 また、街灯管理事業では、電気料のほか、街灯の補修や新設の経費等、合わせて６７１万

５,０００円の計上であります。 

 １９０ページ、２目道路新設改良費の道路新設改良事業では、道路新設改良のための委託料や

工事請負費など、計１億１,３４０万６,０００円を計上いたしております。 

 ３項河川費では、１目河川管理費河川施設管理経費において４４６万５,０００円の計上でご

ざいますが、水門、陸閘、ポンプの管理経費が主なものとなっております。 

 １９１ページ、２目河川建設費の河川整備事業は、３,３６０万７,０００円の計上で、河川の
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改修や浚渫、支障木伐採等の工事請負費が主なものでございますが、令和３年度におきましては、

排水施設整備のための基本設計業務や自然災害防止のための河川整備に係る費用を計上いたして

おります。 

 また、県事業負担金（河川）では、自然災害防止事業、急傾斜地崩壊対策事業、津波・高潮危

機管理対策緊急事業への県事業負担金として１,８２８万円を計上しております。 

 １９２ページ、４項港湾費のうち、１目港湾管理費は、各港湾の樋門、ポンプの管理委託料が

主なもので、９７４万円を計上、２目港湾建設費県事業負担金（港湾）は、港整備交付金事業や

海岸高潮・老朽化対策事業等の県事業負担金として、８,６７０万円を計上しております。 

 １９３ページ、５項都市計画費１目都市計画総務費は、都市計画に係る受託事務経費として

２９万円を計上しております。また、県事業負担金（都市計画）におきましては、都市公園負担

金事業として片添ヶ浜海浜公園の公園整備・自然災害防止事業に係る負担金の計上であります。 

 次に、１９４ページ、６項住宅費でございます。１目住宅管理費公営住宅一般管理経費は、公

営住宅の維持管理のための経費で、３,２１５万円の計上を、１９５ページ、若者定住促進住宅

一般管理経費におきましては、小松開作地区に建設されました住宅の維持管理経費の計上となっ

ております。 

 続きまして、８款消防費をお願いいたします。 

 １９６ページ、１項消防費１目常備消防経費は、柳井地区広域消防組合への負担金３億

２,０５９万１,０００円の計上でございます。 

 ２目非常備消防費は、１億１３６万８,０００円の計上でございます。消防団員に対する報酬

及び各種出動手当や各地区へ配備するための消防可搬ポンプの購入費用、消防団員補償等事務負

担金が主なものとなっております。 

 １９８ページの３目消防施設費は、地域の防火体制を強化するため、小積地区・秋地区に耐震

性貯水槽を設置するための測量設計業務委託料８３９万３,０００円を含む９３２万７,０００円

の計上でございます。（「ちょっと部長……」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。 

午前10時32分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時45分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 大下総務部長のほうで言い間違いがあったので、訂正していただきます。 

○総務部長（大下 崇生君）  補足説明の中で３４ページの３目衛生費県補助金、広域水道出資債

元利補給金３,４２７万６,０００円のところを誤って３,７２７万６,０００円と発言したところ
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を、まず訂正をさせていただきます。 

 それと、６７ページの７目支所及び出張所費のところで、１億５,９４１万９,０００円のとこ

ろを１億５,０４１万９,０００円と発言したところも訂正をお願いいたします。 

 最後に、１１６ページの３目母子福祉費のところで、児童扶養手当の扶助額４,３３３万

４,０００円のところを４,３４６万９,０００円と発言いたしましたところを訂正させていただ

きます。 

 どうもすみませんでした。 

 それでは、続きまして、４目災害対策費のうち災害対策費は、２,０９３万４,０００円の計上

でございます。 

 １９９ページ、木造住宅の耐震診断の委託料１３０万７,０００円や自主防災組織の充実を図

るための自主防災組織等防災訓練補助金９０万円、耐震改修の補助金２００万円、自主防災組織

防災資機材整備補助金１５０万円などを計上しておりますが、令和３年度には新たに洪水ハザー

ドマップ作成に係る委託料や印刷製本費、火災通報メールに係る通信運搬費、ハザードマップＷ

ｅｂ版に係る保守管理料等を予算化しております。 

 ２００ページの防災センター運営費は、県からの指定管理を受け、山口県大島防災センターの

管理運営を行うものでございますが、２,３４７万６,０００円の計上となっております。 

 ２０２ページからは９款教育費でございます。 

 １項教育総務費１目教育委員会費は、教育委員の報酬、教育委員会会議等の運営に係る経費の

計上でございます。 

 ２０３ページ、２目事務局費のうち、教育総務経費におきましては、廃校の維持管理経費

１,２４８万４,０００円を含む２,６５４万５,０００円を計上いたしております。 

 ２０５ページ、負担金、補助及び交付金の語学留学負担金は、高校生の語学留学を実施し参加

者の支援を行うものでございますが、令和２年度から本町と姉妹島縁組のありますハワイ・カウ

アイ島へ留学先を変更しております。 

 教職員住宅管理経費では、平野教職員住宅の樋の改修工事に係る経費１０５万５,０００円を

主なものとして計上いたしております。 

 ２０６ページ、学校教育経費においては６,５６４万４,０００円の予算計上でございますが、

生活指導等が必要な児童生徒に支援を行うために、町内の小中学校１１校に２２名を配置する特

別支援教育支援員や、様々な事情で登校できない児童生徒を受け入れ、登校に向けた支援を行う

ための適応指導教室の支援員の報酬等を計上しております。 

 また、２０７ページ、報償費には、地域連携担当教員の業務を補助する地域連携アシスタント

及び専門的な指導や大会への引率等を行う部活動指導員の配置、また、児童生徒が抱える問題の
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相談業務を専門的に行うスクールソーシャルワーカーの派遣に関する経費を引き続き計上いたし

ております。 

 ２０８ページ、学校統合推進経費は、小学校の統合に係る準備経費や既存校舎の改修に係る実

施設計経費７５６万６,０００円の計上、検定支援事業は、小学５年生から中学３年生を対象に、

基礎的、基本的な学習内容の定着や学ぶ意欲や向上心を育てるため、漢字、数学、英語の検定試

験料を各年１回全額助成するものでございます。 

 外国青年英語指導事業につきましては、主にＡＬＴ２名による英語指導事業に係る経費の計上

でございますが、小学校への英語講師派遣や小学生のイングリッシュデイキャンプを実施するこ

ととしております。また、小学校が学校教育の中で英語教育に取り組むグローバル教育推進事業

補助金についても計上するものであります。 

 ２０９ページ、学校教育経費（新型コロナウイルス対策）でございますが、ＩＣＴ教育推進の

ための経費５７８万７,０００円を計上するものでございます。国の施策でもありますＧＩＧＡ

スクール構想の実現に向け、ＩＣＴ支援員の配置やＷｉ－Ｆｉ環境のない家庭にモバイルルー

ターを貸し出すなどの環境整備が主なものとなっております。 

 次に、２１０ページ、２項小学校費でございます。１目学校管理費の小学校管理事務局経費は、

町内９つの小学校の光熱水費、電話料等の通信運搬費、学校警備等の委託料、借地料などの計上

でございます。 

 また、２１１ページ、小学校事務局経費は、学校医・学校薬剤師の報酬、各種検診等の経費で

６０７万円の計上となっております。 

 ２１２ページ、スクールバス管理運営経費は、スクールバスの管理運営をするための経費

７,３２８万６,０００円の計上でございますが、学校統合に伴う新規路線の追加による運行委託

料６,８７７万円が主なものとなっております。 

 また、久賀小学校経費から２１９ページの安下庄小学校経費までは、町内９つの小学校の管理

費について計上をいたしております。 

 ２目教育振興費、小学校教育振興一般経費では、小学校の就学援助費等の計上、また、久賀小

学校教育振興経費から２２４ページの安下庄小学校教育振興経費までは、各小学校の教材備品の

購入等に係る経費の計上でございます。 

 ３項中学校費１目学校管理費の中学校管理事務局経費は１,２４２万６,０００円を計上してお

り、主に、光熱水費、借地料等の管理経費でございます。 

 ２２５ページ、中学校事務局経費は、学校医・学校薬剤師の報酬、各種検診、遠距離通学補助

が主なものとなっております。また、周防大島中学校経費から２２７ページの大島中学校経費ま

では、この２つの中学校の管理費を計上いたしております。 
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 ２目教育振興費、中学校教育振興一般経費は１,５３９万６,０００円の計上となっております。

教科書改訂に伴う教師用指導書の購入費経費や県体等派遣補助金、中高一貫教育補助金、就学援

助費等の計上でございます。 

 大島中学校教育振興経費から２２８ページまでの周防大島中学校教育振興経費までは中学校の

教育振興経費で、教材備品の購入経費等の計上をいたしております。 

 次に、２２９ページ、４項社会教育費でございます。 

 １目社会教育総務費、社会教育振興経費では、社会教育課及び各公民館の会計年度任用職員の

報酬６８１万５,０００円、スポーツ・文化等の全国大会への参加者を激励するための報償費

４７万５,０００円や、２３０ページ、派遣社会教育主事の負担金や婦人会への補助金等が主な

ものとなっており、計１,４８８万８,０００円の計上でございます。 

 青少年健全育成事業では、学校・家庭・地域の連携協力推進を行う学校支援地域本部事業の委

託料や成人式の開催経費、子ども会育成連絡協議会補助金、町内小学校の６年生を対象に実施す

る洋上セミナーの補助金などを計上しております。 

 ２３１ページの人権教育推進事業では、人権教育を幅広く推進することを目的に実施する町人

権教育推進大会、人権教育講座の実施や人権教育推進委員会の開催に１１２万８,０００円の計

上であります。 

 ２３２ページ、ふるさと文化推進事業では、文化的な活動により地域の活性化を図る事業を公

募選定し、活動支援する周防大島町文化振興事業補助金等を計上いたしております。 

 生涯学習講座事業は、各旧町単位で実施をしております生涯学習講座の開催に係る経費

２０５万５,０００円の計上であります。 

 ２３３ページから２目公民館費は、久賀、椋野、大島、橘、日良居の各公民館及びかんころ楽

園の管理運営経費を計上し、生涯学習の推進を図るものでございます。 

 ２３７ページから３目図書館費では、各図書館の管理運営経費、図書購入費等の計上をしてお

ります。 

 ２４０ページ、４目文化財保護費は、文化財保護活動に係る経費の計上でございます。 

 ２４１ページからの５目社会教育施設費は、大島文化センターのほか、町内の各種社会教育施

設の管理運営経費として９,１１８万７,０００円の計上でございますが、２４２ページの大島文

化センターの中央監視装置・端末伝送装置及び事務室系統空調機の更新工事３,１１９万

１,０００円を新規に計上いたしております。 

 次に、２４８ページ、５項保健体育費でございます。 

 １目保健体育総務費、保健体育一般経費では、会計年度任用職員やスポーツ推進員報酬等のほ

か、東京オリンピック・パラリンピックの山口県聖火リレー実行委員会負担金等を計上しており
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ます。 

 また、２５０ページ、教育委員会主催行事事業費は２,６２６万６,０００円を計上し、大島郡

体育協会及び各支部の体育協会が実施する大会のほか、大島一周駅伝大会、サザン・セト大島

ロードレース大会等への補助、運営経費が主なものでございます。 

 ２５１ページから２目体育施設管理費は、各体育施設の管理運営経費の計上でございます。 

 ２５４ページ、総合体育館・陸上競技場管理運営経費は、指定管理料１,９２６万１,０００円

のほか、施設の維持管理に必要な経費を計上いたしております。 

 なお、２５５ページのウインドパーク管理運営経費につきましては、令和３年度より商工観光

課からの所管替えにより計上となっております。 

 ２５６ページ、３目学校給食費は、町内４か所の学校給食センターの管理運営経費１億

２,２１５万３,０００円の計上でございますが、全ての学校給食センターにおいて外部委託によ

る調理、配送業務を行っているところでございます。また、より安全に給食を配送するために、

橘地区学校給食センターへ保冷付き車輌の購入費を計上いたしております。 

 ２６１ページの１０款災害復旧費は、１項農林水産業施設災害復旧費に２万円の計上、２項公

共土木施設災害復旧費は、１目道路橋りょう災害復旧費と２目河川災害復旧費にそれぞれ登記業

務の委託料等を計上いたしております。 

 ２６２ページ、１１款公債費では、町債の元金償還経費１７億３,６２６万５,０００円と利子

支払経費９,１１２万３,０００円、一時借入金の利子として１０万円を見込み、合わせて１８億

２,７４８万８,０００円の計上でございます。対前年度３,０６３万５,０００円の減額となって

おります。 

 １２款諸支出金１項繰出金１目操出金では、説明欄にありますとおり、国民健康保険事業特別

会計から２６３ページ下水道事業特別会計までの各特別会計への繰出金として３３億５,３１１万

２,０００円を計上いたしております。 

 なお、令和３年度から簡易水道事業特別会計が水道事業特別会計に移行されることとなってお

ります。また、予備費には３,０００万円を計上いたしております。 

 ２６５ページからは給与費明細書であります。 

 ２７４ページは地方債に関する調書、２７５ページからは債務負担行為に関する調書となって

おります。 

 以上で、議案第１号令和３年度周防大島町一般会計予算についての補足説明を終わります。何

とぞ慎重なる御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げ、補足説明を終わります。 

 たびたびすみません。２４２ページの大島文化センターの中央監視装置の端末電送機の更新工

事につきまして、３,１９９万１,０００円のところを３,１１９万１,０００円と誤って申しまし
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た。大変申しわけございませんでした。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。質疑につきまして

は、歳入と歳出を分けて、それぞれ一括で質疑を行います。なお、質疑につきましては、ページ

の御指示をお願いをいたします。 

 はじめに、歳入について質疑はございませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  ２６ページの商工使用料について、１,２２９万５,０００円、前

年に比べて減額になっておりますけど、この内訳を御説明ください。 

 それと、全体的な話なんですけど、人と自然が響き合うというふうに、予算の概要のところに、

総合計画に従ってということなんでしょうけど、総合計画の将来像に従ってということですけど、

人と自然が響き合う、総合計画の議案のときに御説明もありましたけど、要するに、この将来像

がどういうふうに予算の中で反映されていくのかというところだと思うんです。それがないと、

この将来像も単なる絵に描いた餅に過ぎませんので。 

 そこで、人と自然が響き合うというのは、この予算の中でどのように、どうした分野に力を入

れて実現しようとしているのか。そこら辺をイメージというんですか、具体的にこういうところ

が予算として反映されていますというのがあれば、ちょっと御説明いただきたいのと、あと、未

利用施設の整理ということを行政改革の一環で取り組むという方針もあると思いますけど、この

行政改革というのも、単に施設を縮小するというだけでは本当の行政改革ではなくて、例えば廃

止とか、集約とか、そういった縮小をする中で新しいものを今度は生み出していかないといけな

いと。そうしたまちづくりとしての観点、建設的な、発展的な思想がなければ、本当の行政改革

にはならないと思いますんで、その辺で、未利用施設を整理することでどういった効果を生み出

そうとしているのか、その辺について御答弁をお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  中村産業建設部長。 

○産業建設部長（中村 光宏君）  田中議員さんの増減内訳理由ということで、明細ということで

ございます。 

 まず、中小企業商工施設使用料の中小企業従業員住宅使用料、これが７２６万円の減額となっ

ております。 

 続きまして、星野哲郎記念館入館料、これが２６４万５,０００円の減額となっております。 

 続きまして、陸奥記念館等入館料が２３９万円の減額を見込んでおります。 

○議長（荒川 政義君）  藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  田中議員に御指摘をいただきました人と自然が響き合うとは、どのよう

なイメージで、どのような分野に力を入れるのかということで御質問をいただきました。 

 この、人と自然が響き合うというのは、まさに総合計画にも挙げてあるところでございますけ
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れども、周防大島町の一番の魅力というのは自然であると思っています。そして人、そこで活躍

をする人たち、町民の皆さんのことを思い浮かべてのことであります。 

 ただ、それがこの令和３年度の予算にどのように直結をするかというところが田中議員からの

御指摘であったと認識をしておるんですけれども、このたびの令和３年度予算というのは、御覧

のとおり、新規事業が非常に少ないものになっています。これは私も今回の令和３年度予算編成

にかかわらせていただくにあたって、査定という形で私も初めて入らせていただきました。民間

から来ておる私は、査定の場につかせていただいて、大幅に将来のことを考えて、この予算の規

模というものを下げていくべきではないかという意向を町の職員の皆さんからいただきました。

それが今後必要なことであろうと、私も判断をいたしましたので、今年は身の丈に合った予算組

みをしていきましょうということで、一緒に携わってきたつもりであります。 

 私は、職員の方から、今後将来のことを考えて、役場というものは従来どおり、去年の予算か

ら減ってしまうことはあまりいいことじゃなくて、できれば予算をそのままの額を引き継ぎたい、

また、さらには部課署においては増やしてもらいたいというのが通常の流れであるんですけれど

も、そこをこのたびは消耗品から意識を変えていきましょうということで、協力をしてもらって、

作って出来上がった予算編成であります。 

 人と自然が響き合うという夢のある形と、このたびの実にしっかりと地固めをするような予算

とは、少しかけ離れているところがあるかと思います。それは、田中議員の御指摘のとおりであ

るかと思いますけれども、これは、ただ絞るということではなくて、その中にも、やはり大切な

のは周防大島の自然、そして、活躍をするべく町民の皆さんがおられるということ、これをこれ

からまた結びつけていきたいと思うところであります。 

 そして、さらに御質問をいただきました未利用施設のところであります。こちらも私も予算の

編成に加わる中で、やはり合併の後、いわゆる大きな建物が非常に多くある。それが老朽化をし

ておったり、維持管理ということに非常に費用がかかっておるということが見て取れます。さら

には、ちょうど学校統合がはじまりますけれども、それにより、未利用になります校舎がまた増

えてくる。校舎は、その役目を終えても維持管理費というのはしばらくずっとかかってくるわけ

であります。なおかつ、すぐに次の利用者があるかというと、なかなかこれは難しい問題があり

ます。補助が入っておったりですとか、いろんな制約がある場合があります。 

 これは計画をもって再利用をどういうふうにするのか、そして、またその再利用をする場合に

おいては、どのくらいのコストがかかってくるのかというシビアな判断をしていかないといけな

いんかなということを感じています。 

 新しいものを生み出すことはもちろん大事です。それに向かって、御指摘のとおり新しいもの

を生み出すにあたって、そのためには、やはり厳しい判断をしないといけないこともあると思い
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ます。全部を生かすというのはなかなか難しいのかなと思いますので、何か新しいことをするた

めには何か１つ我慢をしなくてはならないのかなというふうな思い、この予算編成において、率

直に感じたところでありますし、それを今後の夢のために生かしていくということが必要なのか

なというふうに感じた次第でございます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  商工使用料のほうなんですけど、昨年の予算書と比べたら、橘ウ

インドパークの１６４万円というのがない、今、御説明でもなかったんですけど、これは０にな

るということなのかどうか、ちょっとそこを御説明ください。 

 それと、全体的な話でもう１点、重点施策が今まで健康づくりがあったものが、今度は子育て

支援、教育支援ということに変わっているんですが、これがどういうふうに、これも今からの話

なんかもしれませんけど、どういうふうに予算上、今回の予算、反映されているのか、されてい

ないのか、ちょっとその辺も御答弁いただけたらと思います。 

○議長（荒川 政義君）  永田教育次長。 

○教育次長（永田 広幸君）  田中議員のほうから御質問がございました橘ウインドパークの使用

料でございますが、令和３年度からは教育委員会の所管施設といたしまして、２８ページの

１３款使用料及び手数料１項使用料の中の３節になりますけども、体育施設使用料の中に橘ウイ

ンドパーク使用料として計上をさせていただいております。 

○議長（荒川 政義君）  藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  先ほど田中議員より御質問をいただきました重点施策がこれまでの健康

づくりから子育て、教育支援に変わっているというところで、それが、予算上、どのように反映

されているかというところ、御指摘をいただきました。 

 この健康づくりというのは、前椎木町長が非常に大切にされておられました施策であります。

皆さんが健康にお過ごしいただくことによって、それは医療費の削減にもつながってくる、そし

て、これが町のためにもなるし、皆さんのためにもなるんですということで推し進められてこら

れました。私もその思いは十分に引き継いでまいりたいと思っておりますので、健康づくりをひ

とえに外すということではございません。 

 ただ、私がちょうど子育て世代でありまして、中間世代でありますので、子育て、そして、教

育に力を入れていこうということで、この表記を変えさせてもらったところであります。 

 もちろんこれだけではなくて、役場の働き方のことですとか、行政改革でありましたり、また、

福祉医療、公共交通、イノシシをはじめとする有害鳥獣の問題、ごみ、そして生活、環境インフ

ラと、問題はたくさんあるんですが、課題はたくさんあるんですが、その中で、全て大事である
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という認識しております。それがつながっていると私は思うんですが、中でも、このように挙げ

させていただいたところであります。 

 なお、予算に反映というところでありますが、このたびの取り組みを見ていただいても、まだ

まだ反映できていないところがありますので、これは、今後、率先して課題を見つけて、そして、

予算化をしていくという形にしていきたいと考えています。 

○議長（荒川 政義君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  先ほどウインドパーク、今度は教育委員会の所管になるという御

説明がありましたけど、これはどういう意図というんですか、今まで観光施設とか、商工観光課

の施設だったものが教育委員会の、単に所管が変わるだけなのか、所管が変わるということは何

かの理由があると思うんですが、施設の性質なり、使い方なり、そういったものが変わるという

ことになるんじゃないかなと思うんですが、その辺、ちょっと初耳だったんで詳しく御説明いた

だきたいと思います。 

 それと、今回、予算は前町長からの引き継ぎみたいな感じで、なかなか藤本町長の独自色とい

うんですか、１から組み立てるわけでないんで、それはまた来年度以降の予算に期待したいと思

いますけど、総合計画とか、そういった予算の話とは別に、自然を大切にしたいという思いは私

も共有できますし、藤本町長が可能であれば、今、今後、例えば１０年後にこの周防大島をどう

いうふうな町にしたいと思っているのか、そういう思いの部分、総合計画とか、そういうところ

は外れていいというか、それは一致せんにゃいけんのでしょうけど、思いの部分を、志とか、そ

ういうのがあれば簡単で結構ですので御答弁いただけたらと思います。 

○議長（荒川 政義君）  藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  田中議員より御質問をいただきました。今後、どのように１０年後、ど

ういったまちづくり、地域づくりをしていきたいかというところで御質問をいただいたかなと思

いますけれども、私もずっと町長の目標として、たのしい、すみたい、いきたいということを挙

げてまいりました。私もこの地でずっと過ごしておりまして、だんだん地域の人口が減ってきて

おる、人が減ってきておるというところはあります。とてもさみしいことでありますし、地域の

にぎわいを取り戻す、それが一番大事だと思います。そのためには何をするのかということを地

道に一歩一歩考えていくことが大事なのかと思います。 

 魔法のような、急によくなるということはないと思っています。一人一人、また、町民の皆さ

んと思いを共有をして、そして、みんなで盛り上がっていけるような思いを持てるようになれば

いいなと思います。これは、町の職員の方も、議員の皆様とも同じように、何かに向かってみん

なで盛り上がっていけるような、そういった取り組みをしていけるとよいなと思っています。 

 今のところ、ちょっと大きな夢になってしまうのであれなんですが、そうやって御指摘をいた
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だいて、常に１０年後ということを私も見据えて、しっかりと歩んでいきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  永田教育次長。 

○教育次長（永田 広幸君）  橘のウインドパークにつきましては、これまでの職員の常駐とか、

宿泊施設を廃止をするということで、利用施設につきましては、地区体育館と同様の扱いになる

ということで、社会教育課のほうへ所管を変えるということでございますので、社会教育課にお

きましては、施設内のアリーナ、グラウンドの利用と、これに限っての貸館等の扱いということ

でウインドパークのほうの移管を受けたという状況でございます。（「すみません」と呼ぶ者あ

り） 

○議長（荒川 政義君）  永田教育次長。 

○教育次長（永田 広幸君）  大変すみません。発言を訂正させていただきます。 

 廃止ということを私のほうが申したようでございますけども、規則等につきましてはそのまま

ということでございますので、休止という扱いになるようでございます。大変失礼いたしました。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 続きまして、歳出の質疑を行います。歳出は全款一括で行います。歳出について質疑はござい

ませんか。小田議員。 

○議員（１２番 小田 貞利君）  昨年９月の前議会の最終日に、行政改革の委員長として報告を

させてもらいました。それにつきまして、すぐにできることと、今から協議をしていかなければ

ならないことが多々あったと思うんですが、すぐにできる部分は椋野の出張所の廃止の話が進ん

でいるようでありますが、私が一番最初にすぐにできることを思ったのは、総合支所の休日、あ

るいは日直、夜勤といった部分が一番簡単に町民に迷惑をかけずに経費節減になるというふうな

イメージで報告をさせていただいたと思いますが、それが、今回の予算には反映されていないよ

うでありますので、その経緯等、なぜそれができなかったのか、その辺をお聞かせください。 

○議長（荒川 政義君）  山本統括総合支所長。 

○統括総合支所長（山本  勲君）  小田議員さんの御質問の趣旨は、総合支所の宿日直を１か所

にしてはどうかということだろうと思うんですけれども、総合支所の宿日直は何をやっているか

というと、火葬場の予約とか、あとは婚姻だとか、離婚だとか、死亡も含めた戸籍の届出の受付、

あるいは火災とか、いろんな緊急的な連絡、そういったものを宿日直の方でお願いしております。 

 行財政改革の中で、なぜ新年度それが反映されていないのかということでございますが、今ま

での行政改革というのが、大体がサービスは低下させずに職員を削減したりとか、そういった形
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での行政改革が多かったと思うんですけれども、宿日直を廃止するということになりますと、例

えば仮にこれを大島庁舎１か所だけにするということになりますと、ほかの地区の方々の戸籍の

届出とかがここまで来てもらわなきゃいけないとか、ある程度、行政サービスの低下につながる

ことが、今後、行財政改革の中で起こってくると思います。 

 椋野出張所につきましても廃止ということで、いきなり地元の方に説明をしたので、地元の方

は大変驚かれたということもありまして、町に対する不信感もあるというようなこともございま

すので、住民サービスを低下させるような行政改革については、やはり時間をかけて、住民の方

にもあらかじめ周知をしながら、機運の醸成を図りながらやっていくべきだろうと思いまして、

新年度にかけて宿日直の減少とか、１か所にするということについては、新年度、時間をかけな

がら検討していきたいということで、新年度予算には反映をしていないということになっており

ます。よろしくお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  小田議員。 

○議員（１２番 小田 貞利君）  当然、痛みを伴うのが行財政改革です。極力町民の皆さんに負

担を少なくするのは、当然、当たり前の話、前提でやっているんです。全然負担なしというのは

考えられない。 

 最初にも言いましたけど、一番負担が少ないのが宿日直じゃないですか。今、救急を伴うとい

う部分で、火葬の部分、橘斎場と大島斎場、２か所でやっていますが、橘斎場が満室の場合は大

島斎場、問い合わせは、今、葬儀屋さんが電話で全部やってくれています。行かなくていいわけ

です。手続きも葬儀屋さんが行ってくれています。次の日の平日に行ってくれている。その部分

では、ほとんどサービスの低下にはならんですよね。 

 実際、宿日直の部分で１年間で結婚であるとか、どのぐらいの業務量があるんですか。宿日直、

日曜日、ほとんどないと思うんです。それは理由にならんでしょう。椋野の閉鎖のほうが圧倒的

に影響があるんじゃないですか。そっちを先にやってこっちが遅いというのは、どうも納得がで

きない。そのへんのところをもう１回お願いします。 

○議長（荒川 政義君）  山本統括総合支所長。 

○統括総合支所長（山本  勲君）  小田議員さんのおっしゃられる町民に対する影響が少ないん

ではないかというのは、確かに業務量、宿日直が受ける死亡の届出だとか、婚姻の届出というの

は、確かに平日に比べると極端に少ないのは事実でございます。そういうこともございまして、

すぐにできるんじゃないかということだと思うんですけれども、行政改革推進本部会議の中で議

論しまして、新年度、検討していきましょうということになりましたので、来年度予算には当初

では反映していないということでございます。 

○議長（荒川 政義君）  小田議員。 
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○議員（１２番 小田 貞利君）  行政改革の、職員の中での委員会があるんですか。 

 思うんですが、来年度まで待つ必要はないと思うんです。その会議をやって、例えば９月から

とか、周知期間がどのくらい必要かで判断できると思うんです。できることはできるだけ早く、

単純計算をして、人件費だけで年間８００万円とか削れるんじゃないですか。その部分がもろに、

町長の夢のほうに使えるお金になるんじゃないですか。ぜひそういうふうにしていただきたいと

思います。もう要望なのでいいです。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに。竹田議員。 

○議員（４番 竹田 茂伸君）  １点質問をさせていただきます。１３２ページの新規事業の地域

ねこ活動推進事業の関係でございます。 

 この内容を見て、野良猫への無秩序なえさやりなどに起因する公衆衛生の悪化を抑制するとい

うことで、大変いい事業だと私は思っておるんですが、この事業について、５０万円の予算がつ

いている中で具体的にどのようにやっていくのか。また、猫、動物ですから、好きな方、嫌いな

方、いろいろおられると思うんですが、ちなみに、私の住んでいる東安下庄で、竜崎温泉の近く

でたくさん猫がおります。むやみにえさをやらないでくださいと言っておりますけど、観光で来

られた方がやったりとか、いろんなトラブルが起きておるわけでございます。 

 実際、この事業をどのように進めていくのか、具体的に、啓発活動も含めて、皆さんに知って

もらうというのは大変いいことだと思うんですが、どのように進めていくのか。そして、この対

象者が地域と団体ということになっております。そこらも含めて御説明をお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  伊藤環境生活部長。 

○環境生活部長（伊藤 和也君）  今の御質問ですけれども、この地域ねこ活動につきましては、

全体の予算は５０万円の予算を組んでおります。これは、１団体につきまして上限１０万円とな

っております。 

 この内訳につきましては、内容につきましては、飼い主のいない猫に対しまして、去勢または

避妊手術を行うと。それに対する助成、さらに、その活動を推進していくにおいて、いろいろな

経費が伴ってきます。印刷をするとか、いろいろなものがございますので、その辺の経費も含め

て、全体で１団体につき１０万円というふうに考えております。 

 ５０万円ですから、１団体１０万円ということですから、大体５団体を予想してはおります。

これにつきましては、今、昨年度から担当課のほうで話を詰めておりますが、柳井地域の獣医師

会の御協力ないし、そういったところの協力がなければこの活動は実現しませんし、その辺につ

いては、何度か獣医師会さんとも話をさせていただいております。 

 まだ、若干詰めもございますけども、今、担当課のほうは新年度へ向けて最終的な詰めを行っ

ております。 
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 そして、また、補助金でございますので補助要綱もあらかじめそういったものを策定しており

まして、これが予算を可決いただければ、できるだけ早めに周知をしてやっていきたいと思って

おります。 

 何せ獣医師会さんの御協力を仰がないといけませんので、毎年４月から６月にかけて、狂犬病

予防接種というような毎年の恒例の業務もございますので。また、初めての事業ですので、本来

ならばすぐにスタートというのが一番望ましいんですけども、今現在、この地域活動猫というの

は国が推奨している事業でもありますし、県もそれを進めているところもございまして、まだ、

県内でも事例は数少ないのでございます。ですが、実を言いますと本日、担当課長らがその先進

地へ行って事情を聞いておるというところでございまして、これは先般も田中議員さんがおっし

ゃっていましたけども、この活動を通じて、地元と行政なり、そういった活動団体と協働でやっ

ていく、私も大変それは共感しておりますし、ましてやこの地域活動を通して地域の住民自治能

力を図っていく、猫問題だけではなくて、いろんな地域の問題があれば解決していくような力に

なるんじゃないかと、田中議員さんはそういうことをおっしゃったと思うんですけども、私もそ

のように思いますので、そういったことでやっていきたいと思っております。 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。 

午前11時34分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時35分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

竹田議員。 

○議員（４番 竹田 茂伸君）  詳しい説明、ありがとうございます。 

 では、その団体に捕獲とか、避妊とか、去勢のそういう処理をした後の数の管理とか、成果と

いうのは、全部任せるということで理解をすればいいということでいいんですか。 

○議長（荒川 政義君）  伊藤環境生活部長。 

○環境生活部長（伊藤 和也君）  地域ねこ活動の手法といいますか、やり方はこうでなければい

けないというようなものがございません。ですから、地域の実情に合った方法でやっていきたい

とは思いますけども、今のイメージですけども、Ａという自治会にそういった問題が発生すれば、

そこのところで何がしかそこの団体の方、あるいはよそでやっているそういった団体、申請のあ

った方がそこに入り込んで、そこの中でいろいろやっていく。私のイメージ的には、一番懸念し

ているのは、万一、飼い猫を捕まえて去勢とか、避妊をしてしまった場合、ちょっといろいろ問

題が起きるんではないかと思っておりますので、その辺は、例えば、その地域猫の対象区域を事

前によく調べた上で、犬と同じように飼い猫の登録をするかなにかして、これは野良猫か、もし
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くは飼い猫かの区別までちゃんとしてやっていきたい、それで頭数もやっていきたいと思ってお

ります。 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。 

午前11時37分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時38分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 伊藤環境生活部長。 

○環境生活部長（伊藤 和也君）  今、長々と細かいことを申し上げましたけども、本当今、まだ

詰めの段階でございます。ですから、頭数とかは全然まだ把握しておりませんが、ただ、間違っ

てそういった事故が起こらないような方法で今、いろいろと検討しております。 

 また、実際に運用になれば、申請した団体とよく話し合いをしながら、問題がないように進め

てまいりたいと思っております。 

○議長（荒川 政義君）  竹田議員。 

○議員（４番 竹田 茂伸君）  大変すばらしい施策だと思いますのでね、ぜひ進めていただきた

いと思いますけど、やはり、町民のやっぱし理解をね、先ほども申し上げましたように、好きな

方、嫌いな方おられますのでね、しっかり周知、宣伝なり、それから啓発活動等も含めてですね、

広めていただけたらと思います。 

 終わります。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  まず、さっきウインドパークのお話がありましたので、

２５５ページにウインドパーク管理運営経費１８３万９,０００円が計上してありますけど、こ

れ、休止というお話がありましたが、これ、大体どれぐらいの期間、休止をされるめどなのか、

予算上は、そういった宿泊管理費とかいうのは計上されていないようですので、来年度はもう、

１年間という長いスパンで休止するのか、それとも、再開するときに補正で対応するのか、その

辺ちょっと御説明ください。 

 それと、１７４ページと１７５ページに指定管理施設の予算が計上してあります。２施設、大

きな全体的な話として、この指定管理施設、今回、２,７８８万６,０００円と２,６６６万

２,０００円という予算が計上してあるわけですけど、実際問題ですね、その直営と比べて指定

管理施設、当然、経費削減とか効果的な運営とか、そういう事業効果につながっているんだろう

と思いますけど、その辺の評価がどうされているのか、教えていただきたいと思います。 

 それと、１７９ページにサン・スポーツランド片添管理運営経費、工事請負費がありますが、
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これの内容について御説明ください。簡単で結構です。 

 それから、１８３ページにやしろ郷ふれあいの里事業工事請負費５,１０４万円、これについ

ても、内容を簡単に御説明ください。 

 それから、６７ページにちょっと戻っていただいて、若者定住促進住宅委託料１,３２８万

７,０００円、これの場所とか規模、整備理由等について、御答弁をお願いしたいと思います。 

 それともう１点ですね、今回ちょっと期待していたんですが、いろんな課題が山積する中で、

いろいろ多様化するその中で、なかなか１つの課で課題を解決するということも難しくなってき

ているんじゃないかなと。 

 例えば、庁内の横断組織をつくるとか、官民協働で対応するとか、そういった新しいですね、

町長さん代わられたんで、新しいまちづくりへの仕組みのための予算、それと、いろいろ不祥事

が合併以降続いています。そういったことへの再発防止策に対する何らかの仕組みづくり、こう

いったことへの予算立てがあるのかなと、ちょっと期待していたんですが、ちょっとそれは見当

たらないようだったんで、その辺、予算をかけずにやることも大事ですけど、どういうふうに対

応されていこうとしているのか、その辺をちょっと御答弁ください。 

○議長（荒川 政義君）  辻田社会教育課長。 

○社会教育課長（辻田 建一君）  田中議員さんの質問にお答えいたします。 

 ウインドパークの休止ということにつきましては、現在のところ、いつまでの期間まで休止と

いうことにつきましては決めておりません。 

○議長（荒川 政義君）  中村産業建設部長。 

○産業建設部長（中村 光宏君）  ただいまの田中議員さんの御質問、指定管理施設についての評

価ということでございますけど、これ大変ちょっと、なかなか難しい問題ではございますが、ち

ょっとうちとしては、指定管理によります経費削減効果については算出が大変難しいんですが、

レストラン等自主事業により、直営に対して収入の増加が見込まれることから、指定管理料の縮

減効果はあると考えております。 

 指定管理、直営、どちらにいたしましても、各施設とも、老朽化により、施設維持のための予

算は増加していくことが考えられております。管理経費節減につながっていないことが、ちょっ

と今は、現状であると思われます。 

 それで、指定管理にすることでの事業効果としては、施設運営を熟知し、利用者に対して直営

に比して、利便性の高いサービスの提供を行えることが１つ挙げられるかと思っております。 

 それと、１７９ページのサン・スポーツランド片添管理運営経費の工事請負費の内訳というこ

とでございますが、これは、サン・スポーツランドの中の逗子ヶ浜にございます青少年旅行村管

理棟の新築に係る工事でございます。今回は、管理棟を木造で計画しております。それと、倉庫
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も計画しております。 

 それと次に、やしろ郷ふれあいの里事業工事請負費の内訳ということでございますが、今、借

地契約しておりますやしろ郷のピッコロランド等の建物、建築物の撤去及びその土地の生成等に

係る工事請負費でございます。 

○議長（荒川 政義君）  伊藤環境生活部長。 

○環境生活部長（伊藤 和也君）  まず１点目ですけども、若者定住促進住宅委託料１,３２８万

７,０００円の概要ですけども、これは、浮島定住促進住宅、まだこれ、仮設ですけども、これ

に係る実施設計業務と分筆登記業務に関するものであります。 

 場所等につきましては、いろいろ公有地を探しましたけども適地がなく、江ノ浦地区の東側に

浄化センターがあるんですけども、そちらに上がる、浄化センターに上がる途中に広い土地があ

りました。そちらのほうを今、予定しておりまして、購入はまだですけども、今後話を、予算が

通れば話を進めたいと思っております。規模ですけども、家庭用２戸、単身用２戸の計４戸を整

備する予定でございます。 

 それと、整備理由ですけども、これは前回、浮島におきまして、十数年前からＩターンないし

Ｕターンの方が、漁業に従事する若者が増えはじめて、もう島も本当活気づいていると言われて

きておりました。しかし、その中で、唯一足りないものが住宅というふうにお聞きしております。

２年前にも借用できる住宅がないという理由で、若い方の家族が島を離れていったという苦々し

い経験があるようです。 

 現在の浮島では、この４月１日から広域水道の供用開始をはじめ、もう既に漁業集落排水も整

っておりますので、浮島への若者定住促進を図っていきたいというのが趣旨でございます。 

○議長（荒川 政義君）  大下総務部長。 

○総務部長（大下 崇生君）  田中議員さんの不祥事の再発防止についてお答えしたいと思います。 

 職員による不祥事は、町政に対する信頼を著しく損ない、町民の皆様並びに関係者方々に多大

な御迷惑をおかけしております。職員の不祥事は町で決められたルールを守っておれば事前に防

げた可能性もあります。不祥事の再発防止対策としては、このような決められたルールを遵守す

ることや、職員に対する公務員倫理研修などの受講を進めていきたいと考えており、予算上とし

ては、５６ページの職員研修負担金６８万円の中で対応したいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  ウインドパークですけど、いつまで休止するかわからんというの

は休止と言うんですかね。じゃあ逆に、どういう条件が整えば再開するのか、その辺を御答弁く

ださい。 
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 それと、サン・スポーツランド片添の結局建て替えということなんでしょうけど、ここの事業

効果とか採算性とか、そういったことはあるのか。要するに、廃止ということは検討されなかっ

たのかしたのか、その辺を教えてください。 

 それから、やしろ郷ふれあいの里事業について。これも、要するに施設の廃止ということだと

思うんですが、その廃止を決めたプロセスというんですかね、それはどういうふうに決められた

のか、その辺、御答弁ください。 

 それともう１点、若者定住住宅については、今の御説明だと、要するに、漁業をしたくて来た

けど家がないから離れたと。定住促進というよりは漁業振興。 

 家の確保というのは住宅政策で、どっちかというと住宅政策のような気がしたんですけど、そ

ういう漁業に魅力があるから浮島へ来られたが、住む家がなかった。その家を確保したら、その

方がとどまったから定住促進だという理屈なんだろうと思うんですが、要するに、だったら、住

宅政策として町営住宅の整備と同等にやるべきじゃないかなと思うんですけど、仮に、そういう

理論で住宅政策を進める。若者定住対策を進めるのであれば、これはもう浮島に限らず、全町、

町内全域でやらなくちゃいけないと、やるべきことだと思いますが、じゃあ今後、町内各地でそ

ういったことを進めていくつもりがあるのかどうか、その辺を御答弁ください。 

 あと、再発防止策について、ルールを守っていたらというお話があったんですが、それが守れ

ないからこういったことが起きているんです。守れない現実があるから。だから、今の答弁だっ

たらこれまでと全く一緒なんですよね。また起きますよ。ルールを守る教育をする。研修を受け

させる、それだけで防げるんであれば、もう起きてないはずなんです。 

 でも、それを今までやってきたんだから、ルールを守る、当然ですよね。研修を受けることも

かなりやってこられた。それでも不祥事が続いていると。だったら、これまでと違う対策をうた

なきゃいけないんじゃないんですかということをお聞きしているんですけど、ちょっと町長も代

わられたんで、その辺は新しい手が打てるかなと、打っていただけるんかなと思って期待したん

ですけど、これまでどおりのやり方でやっていくということなんか、ちょっと今年度、新年度予

算では上げてないけど、補正なりやっていく気があるのかどうか、その辺を御答弁ください。 

○議長（荒川 政義君）  辻田社会教育課長。 

○社会教育課長（辻田 建一君）  田中議員さんの質問にお答えいたします。 

 ウインドパークの今後ということにつきましては、今後いろいろと含めまして、関係課なりと

検討・協議したいと考えております。 

○議長（荒川 政義君）  ちょっと暫時休憩します。 

午前11時55分休憩 

……………………………………………………………………………… 
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午前11時57分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 辻田社会教育課長。 

○社会教育課長（辻田 建一君）  田中議員さんの質問にお答えいたします。 

 私の言い方があれでした。宿泊の施設については、再開の予定も少ないということで、再開の

予定はなく休止ということになりますが、グラウンド・アリーナということにつきましては、引

き続き利用ということで、ほかの地区体育館と同様の扱いということでさせていただく予定とし

ております。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  私のほうからは、やしろ郷の廃止について御説明をさせていただきま

す。 

 やしろ郷につきましては、ピッコロランド、また釣堀施設の２施設がありましたが、現在休止

状況でございます。じゃあ、休止をしておりますが、環境の整備ということで、その費用が要り

ますし、また、借地料も発生しております。休止をしているんであれば、廃止に向けて、なるべ

く早く手続をすればいいじゃないかということはありますが、この事業につきましては、起債の

償還というのもございます。また、地権者との協議も必要でございます。 

 地権者の協議といいますのは、この事業につきましては、事業当初ですね、かなりの広い土地

でございますので、所有者の方にかなり無理を言ってお借りをしたということもお聞きしており

ます。町の状況で、休止をしているから、じゃあ返しますよということになりますと、所有者の

方も、町の都合でいいのかということになりますので、そこら辺の地権者の方との協議も当然、

必要でございます。返すにあたっては、更地にするのか、更地をするのにもどれぐらいの、かな

り広い施設でございますので、どれぐらいの整備をすればいいのかということもございます。 

 この協議が所有者の方と整いましたので、令和３年度において、建物、その用地の解体と整備

をしまして、令和４年度で完成をするということになろうと思います。だから、令和４年度で借

地料が発生しないという状況に持っていきたいと思いますので、また、条例の廃止の整備も、後

ほどといいますか、令和３年度末には上程させていただこうというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  中村産業建設部長。 

○産業建設部長（中村 光宏君）  続きまして、同じ管理施設であります青少年旅行村管理棟の新

築に係る検討はということでございますが、逗子ヶ浜の施設につきましては、コロナ禍において

もキャンプ場とかございますので、利用収入が上がっております。そういうことも踏まえた上で、
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廃止の検討はいたしておりません。 

○議長（荒川 政義君）  伊藤環境生活部長。 

○環境生活部長（伊藤 和也君）  若者定住住宅の浮島の件ですけども、当初、いろいろと考えて

はおりますけども、最初は、町の町有地に漁民住宅ではどうかとか、あるいは、一般の公営住宅

ではどうかとか、いろいろその辺も検討はしてみました。その結果、今回は一応若者、現役世代

ですね。若者と言っても定義はなかなか難しいんですけども、現役の方々の世帯を対象にした住

宅というところで、縛りのない、いろいろ年齢制限もない、単身でも入れる、それからそういっ

た若い人、若い人といいますか、現役世代を対象とした住宅であれば、この若者定住住宅がいい

んではないかということで、このたび、このような話で、今進んでいる次第でございます。 

○議長（荒川 政義君）  大下総務部長。 

○総務部長（大下 崇生君）  田中議員さんの再発防止についてですが、やはり、具体的な再発防

止策といたしましては、やっぱり一番には、業務を１人に集中させないことにするとともに、不

正を起こさない人づくりや組織づくりとして、職員間のコミュニケーションの活性化や、職場の

問題意識の共有などにより、不正を起こさない風通しのよい組織風土の醸成をする。また、所属

長は常に、部下職員の動静に関心を持ち、部下職員の相談役として、課員とコミュニケーション

の強化を図るとともに、今やっております人事評価の期始期末面談を活用して、不祥事の箇所を

発見することを努めるということと考えております。 

 これらのことはこれまでも取組んだことではありますが、引き続き、各組織に再発防止策を定

着させることが重要でありますので、これからも徹底して取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

○議長（荒川 政義君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  ウインドパーク、宿泊の予定がないなら廃止じゃないんですか。

答弁はもういいです。 

 それで１点だけ、若者定住住宅。 

 私聞いたのは、漁業振興があって住宅政策があるんなら、浮島に限らず、ほかの地域でもやら

にゃいけんのじゃないかということなんで、もちろんそれは、漁業振興に限らず農業振興もある、

商業振興もある。要するに、町内各地で定住住宅並みの住宅政策をしていかなきゃいけないんじ

ゃないかと思いますけど、そういう理論だったらですね。 

 ある一方で、そうすると、小松開作の住宅を建てたときに、橋から５分以内のという条件であ

そこを建てたということと矛盾してくるわけですよね。そこをどう考えておられるのかというと

ころを合理的に御説明いただきたいと思います。 

○議長（荒川 政義君）  伊藤環境生活部長。 
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○環境生活部長（伊藤 和也君）  この浮島になぜ住宅が必要かと申し上げますと、私も７年前に

教育委員会にいましたけども、そのころは、学校の統廃合の話が議論で持ち上がっておりました。

その当時、今もそうですけども、浮島小学校はまだ統合というような考えではなく、存続という

ような方向で今も進んでいるんではないかと思っております。 

 唯一、離島の中でも学校があるのが浮島小学校、浮島でございまして、その浮島も今、その就

業人口の割合。漁業の就業人口の割合の４分の１ぐらいが、浮島に今、割合を占めていると思い

ます。 

 この７年前に、私も教育委員会にいたころもそうですけども、その運動会の行事にしても、島

民挙げて運動会をする。あるいは島から離れて、また帰っていらっしゃるということもございま

して、学校の存続も含めて、島民の願いがこういう形になったんだろうと思っております。です

から、これはどこもかしこもというのは、ちょっと町長の政策になろうかと思いますが、ちょっ

とそういうことでございます。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  田中議員さんの御質問に、再度お答えをさせていただきたいと思います。 

 新しいまちづくりの推進に向けて、予算に反映をされていないということでありますけれども、

これに関しては、私もぜひとも予算をつけてというようなことも考えたところであります。また、

協議もいたしました。 

 それでやはり、これは実験的な取組でありますし、実際、私がどのような形でさせていただこ

うかということで決めてまいります。動き出した段階で、予算をまた相談をさせていただいてと

いうようなことで進めていかせていただければと思っております。その折には、また職員の皆さ

ん、また議員の皆さんにもアドバイスをいただいて、また、町民の皆様にもアドバイスをいただ

いて、官民、そして広い分野の皆様と協力をして方向をつけていくということを努めてまいりた

いと思います。 

 あと、不祥事の再発防止の件なんですけども、これも大変重要なことと受け止めております。

ただ、今できることというのが、外部の方は、なかなか今は難しいところ、それも検討していか

ないといけないとは思いますけれども、内部で何ができるのかということをまず考えたときに、

やはり、この従来の縦の命令系統の中で、どうしても、この横からの目線というのがなかったん

だろうと思います。 

 例えば、ほかの課の人たちは、この課はこういうふうにやってんのかというようなことすらも、

実はわからないようなこともあったようなこともあるようであります。そのあたりをしっかり、

先ほど、総務部長からもありましたけども横の連携、そしてまた、その上司の方でも情報共有、

そういうチームをしっかりつくって目を光らせていくということが大事になるかなと思いますの
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で、そのように努めてまいりたいと思います。 

○議長（荒川 政義君）  ほかにございませんか。新田議員。 

○議員（９番 新田 健介君）  ちょっと短めにいきます。 

 総務文教、そして環境建設、この関係に関して私、常任委員会に所属しておりますので、その

中でしっかりと質疑していきたいと思います。 

 今日は民生関係につきまして、幾つか質問させていただきたいと思います。３つほどあります。 

 まず１つ目、予算書の９６ページ、福祉タクシーの利用助成金に関してです。 

 これ、昨年に比べ２５万３,０００円ほど予算が増額計上されております。その理由と本年度

のタクシーチケットの受給対象者数、それをお教えください。 

 ２つ目、１１１ページ、ＣＣＲＣネットワーク推進事業に関してでございます。 

 平成２９年度ですかね。これが新規事業２３万７,０００円予算計上され、はじまったと思う

んですが、その後、平成３０年から昨年まで、継続事業として８万１,０００円が計上されてお

ります。本年度に関しては４万６,０００円、これが計上されておりますが、非常に少ない金額

ではございますけども、昨年までの実績、実際にどのようなことをしてきたのかと、今年度のこ

の４万６,０００円という予算の中で何をやっていこうとしているのか、それをお教えください。 

 そして最後、３つ目、１１８ページです。 

 久美保育所の報酬に関してでございます。 

 昨年に比べて、これが２６３万４,０００円ほど増額計上されております。その理由を教えて

いただきたいのと、あわせて本年度の児童数、その見込みも教えてください。 

 以上３点、お願いします。 

○議長（荒川 政義君）  答弁は午後からします。暫時休憩します。 

午後０時12分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 新田議員の質疑について御答弁をお願いいたします。近藤健康福祉部長。 

○健康福祉部長（近藤  晃君）  新田議員さんから、３点にわたって御質問いただきましたので、

御答弁をさせていただきたいと思います。 

 まず、福祉タクシーの対象者数、受給者数ということでございましたので、申し上げておきま

す。 

 高齢者１,２００人、障害者４００人、それから、透析の方が３０人、計の１,６３０人を見込

んでおります。 
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 ９日開催予定の民生常任委員会では少し申し上げておきたかったことがあったんですが、御質

問がございましたので、この席で申し上げておきますが、この１月から１社ほど、介護タクシー

を追加をしております。これは陸運局の許可が、いわゆる初乗りの基本料金が１５分以内

１,３００円という形で許可を得ておりまして、福祉タクシーの要綱が基本料金を助成をすると

いうことになっている関係で、その１,３００円というものを初乗りで許可を得ておるわけです

から、許可をしてきたわけでございますが、一部、ほかのところは、大体、６００円から

６５０円ぐらいの間ということで、約、倍の初乗りの金額が違うということで、少し問題が生じ

ております。よって、４月から要綱の改正をしまして、介護タクシーといえども、やはり、料金

的には合わしていく方向を模索をしていきたいというふうに思っておりますので、そのことはま

ず、申し上げておきたいと思います。 

 それから、ＣＣＲＣについて御質問いただきました。 

 ＣＣＲＣというのは、Ｃｏｎｔｉｎｕｉｎｇ Ｃａｒｅ Ｒｅｔｉｒｅｍｅｎｔ Ｃｏｍｍｕｎ

ｉｔｙということで、高齢者の方が都会で、田舎のほうに来られても継続したケアが続けられる

ようにしましょうと、こういうことでございますが、平成２７年のもう３月のぎりぎりの段階で

ございましたが、当時言われた地方創生の補助金、約３,５００万円程度でございましたが、

１０分の１０のお金をとりにいきまして、実質的には、平成２８年度において、当時、町ではひ

と・まち・しごと創生総合戦略という形で総合戦略をつくっていた時代でございましたが、当時

の町長から、何か事業を考えてみれんかなという話がございまして、そのときの話は、この町の

大きな特色として、サロンというものが１００か所以上町内にある。これを何とか拡充できる方

策はないかというのが町長からの指示でございまして、そこを考えた上で──。それともう１つ

は、当時、介護保険の支援の方、軽い方ですね。要支援の方のヘルパーとデイが今後なくなる予

定があるんだと、こういうことがございました。 

 よって、その辺のことを考えて、１つはサロンの強化、それから当時、本町はリハビリという

部分が、特に初期の段階のリハビリが弱いというところがありました。それから今後、ボランテ

ィアの活用を考えていかなければ、この高齢化率が５４％を超えるこの町は、やはり、公的な

サービスだけでは成り立たないということを考えまして、様々な事業を、実は平成２８年度にお

いて社会実験、３,５００万円のお金をつかって社会実験をするとともに、このＣＣＲＣネット

ワーク事業の計画を策定をしたところでございます。 

 そして、平成２９年度において、これらの先ほど申し上げたサロンやリハビリやボランティア

養成といったようなことは、全て介護保険の総合事業という中で、事業化を行ってまいりました。

つまり、簡単に言うと、要支援のヘルパーやデイの方が行き場がなくなることがないようにとい

うことで、そこの部分を事業化をして、地域支援事業の中で対応ができる、市町村事業で対応が
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できるという方策をとりました。ボランティアの養成も、リハビリについてもそのように対応を

いたしました。 

 ここは理解をしておいていただきたいんですが、山口県下で、そういう形で総合事業という形

で、市町村事業の中で基準を緩和したヘルパーやデイや、またボランティア養成等々の事業を展

開しているのは周防大島町だけであるということは理解をしておいていただきたいと思います。 

 よって、このＣＣＲＣネットワークは平成２９年度には全て事業化を行いましたので、平成

３０年度からはその評価を行うということで、協議会を開催をしまして、総合事業の事業化を行

った部分の評価をしておるところでございます。 

 ３点目、久美保育所の増加の部分はどうかと、こういう議論でございましたが、１名の方が実

は職員の再任用という形でおったんですが、６５歳になりましたので、会計年度任用職員という

形に変更になりましたので、そこの部分がどうしても、会計年度任用職員になりますと、再任用

よりは少し単価が上がるということになります。 

 それからもう１人、実は障害児の加配という部分で人件費をつけておりますので、そこの部分

で金額が上がっているところでございます。 

 なお、久美保育所の来年度の人数については１９名を予定をしております。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  新田議員。 

○議員（９番 新田 健介君）  すばらしい答弁で、もう返す言葉もないですけども、何点か。 

 まず最初に、タクシーについて。 

 これ、部長のほうから今、若干触れられましたが、ちょっとこれは質問と少し異なりますけど

も、初乗りの運賃の件ですね。これ、私の耳にも入っておりまして、いわゆる時間制でやってい

るところは１５分で何円とかというところのものだと思うんですけども、これは、だから今後は、

さっきおっしゃっていたように、その側に合わせていくというか、そういう考えで４月以降はや

っていくというお考えでよろしいのかというのをまず１点。 

 ＣＣＲＣですね。これに関しては今、御説明がありましたけども、事業化を終えて検証に入っ

ていると。昨年度、８万１,０００円あったものが４万６,０００円に落ちているという中で、こ

のコロナ禍において、先ほど説明がありましたけども、このＣＣＲＣの考え方、おっしゃるとお

りで、東京都及び都市部からこの地方都市に来て、アクティブに生活をしたいと、そういった中

で、このコロナ禍の現状において、そういうニーズが高まっているんじゃないかと、そういう思

いもある中で、この予算が削減されておると、そのあたりを含め、今後どのようにこのＣＣＲＣ

について考えていくのか、もう一度、御答弁をお願いいたします。 

 最後、久美保育所に関しては、現状、昨年度まで７名で、今年度、４月からは８名雇用してと
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いう体制になるということでよろしいのかどうか、お答えいただきたいと思います。 

○議長（荒川 政義君）  近藤健康福祉部長。 

○健康福祉部長（近藤  晃君）  新田議員さんがおっしゃられましたとおり、福祉タクシーと久

美については、先ほどおっしゃられたとおりの対応ということで御理解をいただきたいと思いま

す。 

 ＣＣＲＣについては、確かにニーズが高まっている。オンラインや様々な、このコロナ禍の要

因によって、地方でいろんなネットワークを活用した形で勤務体制がとられると、こういうこと

もあるということは、当然理解をしておるんですが、私の立場で申し上げると、実は、このＣＣ

ＲＣの絵を描いたときの考え方は、実は、これから５年を越した段階で、この町の医療や介護は

成り立たなくなる可能性があるということを非常に危惧をしたわけです。 

 それは、人口がどんどん減るというのも当然ありますし、介護人材もなかなかいないという状

況もあると。ですから全てが公的な形、いわゆる介護保険上の制度に則る形だけではこの町の制

度は維持ができないという視点がありましたので、先ほど言ったように、市町村事業として、で

きる形はどうやったらできるかということを考えたわけでございますので、新田議員さんがおっ

しゃるように、どんどんこのＣＣＲＣを広めて、都会のほうから高齢者をこの周防大島町に呼ん

でくるということは、当然すごく理想的なといいますか、考えとしてはあるんだろうと思うんで

すが、それよりはどちらかというと、この今、住まれている町民の方が介護が必要とされる状況

があって、要支援が仮に切り捨てられても、サービスの維持ができる、継続ができるという形を

模索をしたという部分がございますので、ＣＣＲＣの展開については、もう少し時間をいただき

たいかなというふうに思っておりますので。 

 ただ、言えることは、先ほど申し上げたように、山口県下でも、こういう形で仮に要支援の

サービスがなくなっても、周防大島町にだけはこういう形でサービスが残っているんだというこ

とは、やはりＰＲの１つの材料にはなるんではないかというふうには思っておりますので、御理

解をいただきたいというふうに思っております。 

○議長（荒川 政義君）  新田議員。 

○議員（９番 新田 健介君）  ありがとうございます。今後も模索していくということですけど、

そもそもね、私もこのＣＣＲＣをどんどんやりなさいとかいうことではなくて、これ、そもそも

１９７０年代でアメリカではじまって、これが日本に来た。アメリカとこの日本国としては形が

違うわけですね。アメリカでは、富裕層向けに、このＣＣＲＣというものが制度としてあって、

例えば、キャンピングカーで集落はつくっているとか、そういう状況も、私も現地で見てきまし

た。日本において、それを物ごと当てはめるというのは非常に難しいことであるから、どんどん

これを促進せえとかじゃなくてね、違う考え方で、移住・定住の促進の中にこのＣＣＲＣを組み
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合わせて考えていくべきではないかなと思うところもあります。 

 あともう、これも最後、タクシーチケットに関しては、かねてからの念願であります。どうし

ても高齢者、８０歳以上というところがずっと引っかかっておりまして、近隣の市町を見ても、

７５歳だったり７０歳だったり、しっかりとした算出根拠のもとで月２回、病院の往復、２×

１２、２４枚出されている自治体もたくさんあります。これは要望になって、また今後の、私自

身の課題でもありますけども、そのあたりもしっかりお考えいただきたいと思います。御答弁は

結構です。ありがとうございます。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。吉村議員。 

○議員（１０番 吉村  忍君）  私のほうからも簡単に質問。 

 総務文教常任委員会に属しておりませんので、そこに関する質問を２点ほどお伺いいたします。 

 久賀地区に町有の建物で非常に危険な建物がございます。瓦がめくれて屋根に穴が開いて、強

風が吹くと、今にも近隣に迷惑をかけるような建物があるんですけども、これはかねてより近隣

から要望があって、早急に対処してほしいということでありました。今回、この一般会計予算の

中でこれを見つけることができなかったんですけども、どこに反映されているのかというところ

が１点。 

 それと、ウインドパークについてなんですけども、これも教育委員会のほうに所管があるとい

うことなんですが、実は、近所の子供から相談を受けました。ウインドパークでボールを蹴って

遊んでいると、ここで遊ぶんなら５００円払ってくれと言われたそうです。教育委員会に所管が

代わっても、今後もこの運営方法でいくのかどうか、そこをお伺いします。 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。 

午後１時14分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時15分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

辻田社会教育課長。 

○社会教育課長（辻田 建一君）  吉村議員さんの質問にお答えいたします。 

 久賀地区の建物の件ということでございますが、該当につきましては、歴史民俗資料館、予算

書の２４８ページに工事請負費というところがあるかと思いますが、ここに昔、あそこは資料館

というのが──昔の図書館だとか昔の資料館があったところで、そこに木造の平屋の建物がござ

います。 

 そこが、今、資料等も置いておるところなんですが、今、御指摘のありましたように屋根も穴

も開いておりまして、近隣もお家も建てておるということもございまして、その建物につきまし
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ては来年度解体ということで、解体工事費１２３万２,０００円をそこに計上しております。恐

らくその建物かと思いますが、そこに計上しております。お答えいたします。 

 また、ウインドパークにつきましても、引き続きアリーナ・グラウンドにつきましては利用は

可能でございますので、宿泊部門だけは休止ということではありますが……。（「ボールを蹴っ

たり」と呼ぶ者あり）それはもう今までどおりでございますので、変わりませんので。（「お金

を取ったり」と呼ぶ者あり）そういったものは全然取りません。申し訳ございません。そういっ

たものは取りませんので。今までどおりということでございます。大変申し訳ない。変な答弁で

申し訳ございません。 

○議長（荒川 政義君）  吉村議員。 

○議員（１０番 吉村  忍君）  ありがとうございました。 

 近所の子供から、「おっちゃん、町議会議員なら、これぐらいちゃんと言うとってね」って言

われたので、しっかりと帰って伝えておきます。ボールを蹴って遊んでいいよということでござ

いますので、喜んでくれると思います。 

 先ほどの社会教育施設のほうで、すみません。私の勉強不足でございました。ありがとうござ

いました。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 以上で、一般会計予算の質疑を終結します。 

 お諮りします。議案第１号令和３年度周防大島町一般会計予算の質疑が終結しましたので、議

案第１号をお手元に配付しております議案付託表のとおり各常任委員会に付託することにしたい

と思います。 

 御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、議案第１号につきましては、お手元に配

付しました議案付託表のとおり各常任委員会に付託することに決定しました。 

 なお、討論、採決は会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第２号 

日程第３．議案第３号 

日程第４．議案第４号 
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日程第５．議案第５号 

○議長（荒川 政義君）  日程第２、議案第２号令和３年度周防大島町国民健康保険事業特別会計

予算から、日程第５、議案第５号令和３年度周防大島町渡船事業特別会計予算までの４議案を一

括上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。近藤健康福祉部長。 

○健康福祉部長（近藤  晃君）  それでは、議案第２号から第４号の補足説明をさせていただき

ます。 

 まず、議案第２号令和３年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算につきまして、補足説

明を行います。 

 特別会計予算書の７ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を２７億７,３４７万３,０００円と定めるものでご

ざいます。第２条の歳出予算の流用では、保険給付費の同一款内での流用ができることを定めて

おります。 

 それでは、事項別明細書によりまして、歳入歳出予算の主なものにつきまして御説明をさせて

いただきます。 

 まず、歳入について御説明をいたします。 

 事項別明細書の４３ページをお願いいたします。 

 １款国民健康保険税は４億７５１万４,０００円を計上しております。 

 ４４ページをお願いいたします。 

 ２款使用料及び手数料については省略をさせていただきます。 

 ３款県支出金１項県補助金１目保険給付費等交付金は、２０億８,４３１万２,０００円を計上

しております。これは主に１人当たりの給付費は増加が見込まれておりますけれども、被保険者

数は引き続き減少傾向にあることから、保険給付費総額の減によりまして普通交付金が減額とな

るものでございます。 

 ４款財産収入は省略をさせていただきます。 

 ４５ページをお願いいたします。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は２億７,７４８万５,０００円を計上してお

ります。このうち保険基盤安定事業繰入金は、低所得者に対する保険税軽減相当額を基準といた

しまして一般会計から繰入れを行うものでございますが、１節保険税軽減分は県が４分の３、町

が４分の１を負担いたしまして１億５１１万７,０００円、２節保険者支援分は国が２分の１、

県と町が４分の１ずつを負担をいたしまして４,９８４万６,０００円を計上しております。４節

出産育児一時金等繰入金は出産育児一時金の支給に要する費用に対する繰入金で８人分の
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２２４万円、５節財政安定化支援事業繰入金は地方財政措置により国保財政が受ける影響を勘案

して算出した額の繰入れで４,６６４万８,０００円、６節その他一般会計繰入金は県の福祉医療

費助成事業において県と町がそれぞれ２分の１を負担する国保負担軽減対策分を県の試算に基づ

きまして１,６５２万４,０００円を計上しております。 

 ６款繰越金及び４６ページの７款諸収入は省略をさせていただきます。 

 ４９ページをお願いいたします。 

 次に、歳出につきまして御説明をさせていただきます。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、職員人件費及び事務経費としまして４,７９４万

７,０００円を計上しております。 

 ５０ページをお願いいたします。 

 ２目連合会負担金は３２万円を計上しております。 

 ２項徴税費１目賦課徴収費は国民健康保険税の賦課徴収に係る事務経費を計上しております。 

 ５１ページの３項運営協議会費は省略をさせていただきます。 

 ２款保険給付費１項療養諸費１目一般被保険者療養給付費は１７億２,１９９万円で、対前年

度比４.０％の減となっております。 

 ２目退職被保険者等療養給付費は１,０００円を計上しております。 

 ３目一般被保険者療養費は９０４万３,０００円、５２ページの４目退職被保険者等療養費は

１,０００円、５目審査支払手数料は４１８万４,０００円をそれぞれ計上し、１項の療養諸費の

合計は１７億３,５２１万９,０００円、対前年度比３.８％の減となっております。 

 ２項高額療養費１目一般被保険者高額療養費は１項の療養諸費と同様の推計によりまして２億

９,４１６万８,０００円、対前年度比５.７％の減、２目退職被保険者等高額療養費は

１,０００円、３目一般被保険者高額介護合算療養費は１２万７,０００円で対前年度比

３２.１％の減。 

 ５３ページの４目退職被保険者等高額介護合算療養費は１,０００円とし、２項の高額療養費

は合計２億９,４２９万７,０００円を計上し、対前年度比５.７％の減となっております。 

 ３項移送費１目一般被保険者移送費２目退職被保険者等移送費については省略をさせていただ

きます。 

 ４項出産育児諸費は８人分、５４ページ、５項葬祭諸費は５１人分を計上しております。 

 ３款国民健康保険事業納付金１項医療給付費分１目一般被保険者医療給付費分は、県の算定に

基づきまして４億４,１１７万円を計上しております。 

 ５５ページをお願いいたします。 

 ２項後期高齢者支援金等分１目一般被保険者後期高齢者支援金等分も県の算定に基づきまして
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１億２,６９７万６,０００円を計上しております。 

 ３項介護納付金分も県の算定に基づきまして３,９４０万４,０００円を計上し、医療費分、後

期高齢者支援金等分、介護分の合計は６億７５５万円を事業費納付金として県に納付するもので

ございます。 

 ４款共同事業拠出金は省略をさせていただきます。 

 ５６ページをお願いいたします。 

 ５款保健事業費１項特定健康診査等事業費は、職員人件費及び特定健康診査、特定保健指導に

要する経費といたしまして３,８４９万２,０００円を計上しております。 

 ５７ページをお願いいたします。 

 ２項保健事業費は保健事業として行う医療費通知等の経費で１,５８０万６,０００円を計上し

ております。 

 ５８ページをお願いいたします。 

 ６款基金積立金は省略をいたします。 

 ５９ページをお願いいたします。 

 ７款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険税還付金は２２０万５,０００円、２目保険

給付費等交付金償還金は４６９万９,０００円、３目その他償還金は１,０００円を計上しており

ます。 

 ２項他会計繰出金１目病院事業特別会計繰出金は病院事業特別会計に対する特別調整交付金の

繰出金といたしまして１,３７７万９,０００円。 

 ６０ページの８款予備費は５００万円を計上しております。 

 以上が、議案第２号令和３年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算についての概要でご

ざいます。 

 次に、議案第３号令和３年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算につきまして補足説

明を行います。 

 予算書の１５ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして歳入歳出予算の総額を４億５,９２８万７,０００円と定めるものでござい

ます。 

 次に、事項別明細書の７３ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明をいたします。 

 １款１項後期高齢者医療保険料は３億５４３万５,０００円を計上し、対前年度比２.０％の減

となっております。 

 ２款使用料及び手数料は省略をさせていただきます。 
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 ３款繰入金１項他会計繰入金１目事務費繰入金は、県広域連合の試算によりまして２,０９８万

９,０００円を計上し、２目保険基盤安定繰入金は１億３,２０２万９,０００円を計上しており

ます。 

 ７４ページの４款繰越金、５款諸収入は省略をいたします。 

 ７５ページをお願いいたします。 

 次に、歳出につきまして御説明をいたします。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、職員人件費及び一般経費としまして１,０５１万

９,０００円を計上し、対前年度比４２.９％の減となっております。 

 ７６ページをお願いいたします。 

 ２項徴収費は１２０万５,０００円を計上しております。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金は、主に後期高齢者医療保険料及び保険基盤安定負担金の

減額によりまして４億４,６７６万１,０００円を計上し、対前年度比２.０％の減となっており

ます。 

 ７７ページをお願いいたします。 

 ３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金は８０万２,０００円を計上してお

ります。 

 以上が、議案第３号令和３年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算についての概要で

ございます。 

 次に、議案第４号令和３年度周防大島町介護保険事業特別会計予算につきまして補足説明を行

います。 

 予算書の２１ページをお願いいたします。 

 第１条で保険事業勘定の歳入歳出予算の総額を３３億７３０万１,０００円と定め、介護サー

ビス事業勘定の歳入歳出予算の総額を８０１万８,０００円と定めるものでございます。 

 第２条の歳出予算の流用では、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合、

同一款内で流用ができることを定めるものでございます。 

 それでは、保険事業勘定から御説明をいたします。 

 事項別明細書９３ページの歳入から御説明をいたします。 

 １款保険料は４億４,５２１万５,０００円を計上しております。現年度分の特別徴収保険料は

収納率１００％でございまして、普通徴収保険料については収納率９１％を見込んでおります。 

 なお、被保険者数においては、特別徴収が７,７５５人、普通徴収が４２２人を見込んでおり

ます。 

 ２款の使用料及び手数料は省略をいたします。 
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 ３款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金は給付費に係る国の法定負担分としまし

て５億４,１５３万５,０００円を計上しております。 

 ９４ページの２項国庫補助金１目調整交付金は３億３,７５９万円を計上しております。この

調整交付金は高齢化による給付費増など市町村の努力では解消できない第１号の介護保険料の格

差を是正するものでございます。 

 ２目地域支援事業交付金では、介護予防・日常生活支援総合事業と包括的支援事業・任意事業

分は合わせまして３,３１４万９,０００円を計上しております。 

 ４款の支払基金交付金は、１目の介護給付費交付金は８億３,７００万円、２目の地域支援事

業交付金は介護予防・日常生活支援総合事業分として１,９５６万６,０００円を計上しておりま

す。 

 ５款県支出金１項県負担金１目介護給付費負担金は、県の法定負担分としまして４億６,５９６万

３,０００円を計上しております。 

 ９５ページの２項県補助金１目地域支援事業交付金は、介護予防・日常生活支援総合事業と包

括的支援事業・任意事業を合わせまして１,６５７万４,０００円を計上しております。 

 ６款繰入金１項他会計繰入金１目介護給付費繰入金は、町の法定負担分としまして３億

８,７５０万円を計上しております。 

 ２目地域支援事業繰入金は、介護予防・日常生活支援総合事業と包括的支援事業・任意事業を

合わせまして１,６５７万４,０００円を計上しております。 

 ３目低所得者保険料軽減対策繰入金は、議案第２４号において介護保険条例の一部を改正する

条例の制定について上程をいたしましたけれども、低所得者の第１号被保険者の介護保険料を軽

減するために、第１段階から第３段階までの保険料を消費税による公費を投入いたしまして、軽

減することといたしまして一般会計から全額繰出すもので、５,０２２万円を計上いたしており

ます。 

 ４目その他一般会計繰入金は、職員給与費、介護認定審査会等の事務経費でございます。 

 ９６ページをお願いいたします。 

 ２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金は６,０６２万９,０００円を計上しております。 

 ３項１目の介護サービス事業勘定繰入金は介護サービス事業勘定からの繰入れでございます。 

 ７款繰越金、８款諸収入は省略をいたします。 

 ９７ページの９款財産収入は介護給付費準備基金の預金利子でございます。 

 次に、歳出について御説明をさせていただきます。 

 ９９ページをお願いいたします。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、職員人件費と介護保険一般経費といたしまして
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４,４４２万６,０００円を計上しております。 

 １００ページをお願いいたします。 

 ２項徴収費１目賦課徴収費は保険料の徴収事務経費でございます。 

 ３項１目の介護認定審査会費では、介護認定等に係る経費といたしまして２,９００万

５,０００円を計上しております。 

 １０２ページをお願いいたします。 

 ２款保険給付費全体では、対前年度比で４.４％の減で３１億円を見込んでおります。 

 １項サービス諸費１目介護サービス等給付費は、要介護認定者に対する給付費で２８億

２,７８６万円、２目介護予防サービス等給付費は、要支援者に対します給付費で５,９４１万

３,０００円を計上しております。 

 １０３ページをお願いいたします。 

 ２項その他諸費１目審査支払手数料は国保連合会への手数料でございます。 

 ３項高額介護サービス等費は６,５４８万円を計上しております。 

 １０３ページから１０４ページにかけての４項高額医療合算介護サービス等費は１,０２０万

円を計上いたしております。 

 ５項特定入所者介護サービス等費は、施設に入所している低所得者の方に対しまして食費、居

住費を補てんをいたすもので１億３,３３６万３,０００円を計上しております。 

 １０５ページをお願いいたします。 

 ３款の基金積立金は介護給付費準備基金の預金利子の積立でございます。 

 次に、４款地域支援事業費１項１目の介護予防・生活支援サービス事業費は６,１４０万

３,０００円を計上いたしております。 

 ２目介護予防ケアマネジメント事業費は、介護予防・生活支援サービス事業のケアプランを作

成する際の経費といたしまして９３１万５,０００円を計上しております。 

 １０６ページをお願いいたします。 

 ２項一般介護予防事業費は、第１号被保険者の全ての方を対象といたしまして地域の実情に即

した効果的かつ効率的な介護予防を推進する事業の経費でございます。 

 １０７ページをお願いいたします。 

 ３項包括支援事業・任意事業費１目包括的支援事業費は、地域包括支援センターの従来からの

業務であります総合相談、権利擁護、包括的継続的ケアマネジメントに要する経費でございます。 

 １０８ページをお願いいたします。 

 ２目の任意事業費では、在宅介護の精神的、経済的な負担軽減を図るための家族介護支援、成

年後見制度の利用支援、認知症サポーター養成事業等に要する経費でございます。 
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 １０９ページをお願いいたします。 

 ３目の地域包括支援センターの運営事業費では、地域包括支援センターの運営に要する経費と

いたしまして、保健師、社会福祉士等の職員人件費といたしまして４,９６５万７,０００円を計

上いたしております。 

 １１０ページをお願いいたします。 

 ４目包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費は、多職種協働によります地域包括ケアシス

テムの構築を目指す地域ケア会議推進事業の経費でございます。 

 ５目在宅医療・介護連携推進事業費は在宅医療推進事業の経費でございます。 

 １１１ページをお願いいたします。 

 ６目生活支援体制整備事業は、高齢者の社会参加や住民主体による多様な生活支援サービスを

充実するために生活支援コーディネーターを配置しまして、ボランティアの要請やネットワーク

化を行う経費といたしまして３７４万９,０００円を計上しております。 

 ７目認知症総合支援事業費では、認知症になっても住み慣れた地域で暮らし続けることができ

るよう、認知症初期集中支援チームや認知症地域支援推進員を設置する経費等でございます。 

 １１２ページをお願いいたします。 

 ４項その他諸費は、国保連合会への総合事業に関する審査支払手数料等に関する経費でござい

ます。 

 次に、介護サービス事業勘定について御説明をさせていただきます。 

 事項別明細書の１１７ページからの歳入について御説明をさせていただきます。 

 １款サービス収入１項介護給付費収入１目介護予防サービス計画費収入は、ケアプランの作成

料といたしまして７９７万８,０００円を計上いたしております。 

 ２款諸収入１項１目の雑入は住宅改修の理由書の作成料でございます。 

 次に、１１８ページの歳出について御説明をさせていただきます。 

 １款サービス事業費１項１目介護予防支援事業費は、地域包括支援センターが指定介護予防支

援事業所としてケアプランを作成する事業に投入をする経費といたしまして８０１万８,０００円

を計上いたしております。 

 以上が、議案第４号令和３年度周防大島町介護保険事業特別会計予算についての概要でござい

ます。 

 以上で、議案第２号から第４号までの補足説明を終わります。 

 何とぞ慎重なる御審議の上、御議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（荒川 政義君）  続いて大下総務部長。 

○総務部長（大下 崇生君）  議案第５号令和３年度周防大島町渡船事業特別会計予算について補
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足説明をいたします。 

 特別会計予算書の３１ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を８,４２６万２,０００円と定めております。 

 それでは、事項別明細書の１３３ページをお開きをお願いします。 

 まず、歳入からでございます。 

 １款使用料及び手数料１項使用料は、前島航路８９万２,０００円、情島航路１４１万

９,０００円、浮島航路８９５万円と見込み、合わせて１,１２６万１,０００円の計上でござい

ます。 

 ２項手数料は手荷物等の運搬手数料でありますが、３航路合わせて２１１万３,０００円を計

上いたしております。 

 １３４ページの２款国庫支出金は、それぞれの航路に係る国庫補助金として計２,１５２万

８,０００円を計上しております。 

 ３款県支出金は、こちらも３航路への補助金３,０６４万６,０００円の計上でございます。 

 １３５ページ、４款繰入金は一般会計からの繰入金１,８６６万２,０００円を計上いたしてお

ります。 

 ５款諸収入は、各航路の臨時船員に関する雇用保険料の個人負担分の計上等でございます。 

 １３７ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款事業費１項事務費１目総務費の職員人件費は、一般職１名分の計上でございます。 

 総務一般経費は３航路運営のための事務経費の計上でございます。 

 １３８ページからの２項事業費１目前島航路運航費２目情島航路運航費３目浮島航路運航費に

つきましては、各航路の運航に必要な経費の計上でありますが、職員人件費及び会計年度任用職

員の報酬等がその主なものとなっております。３航路合わせて７,４９８万３,０００円の事業費

となっております。 

 １４４ページ予備費は１００万円の計上でございます。 

 以上が、議案第５号令和３年度周防大島町渡船事業特別会計予算の概要でございます。 

 何とぞ慎重なる御審議の上、御議決を賜りますようお願い申し上げ、補足説明を終わらせてい

ただきます。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。質疑は議案ごとに

行います。 

 議案第２号令和３年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算について、質疑はございませ

んか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので質疑を終結します。 

 議案第３号令和３年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算について、質疑はございま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので質疑を終結します。 

 議案第４号令和３年度周防大島町介護保険事業特別会計予算について、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので質疑を終結します。 

 議案第５号令和３年度周防大島町渡船事業特別会計予算について、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので質疑を終結します。 

 お諮りします。 

 議案第２号令和３年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算から議案第５号令和３年度周

防大島町渡船事業特別会計予算までの質疑が終結しましたので、議案第２号から議案第５号まで

の４議案をお手元に配付しております議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託することにし

たいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、議案第２号から議案第５号までの４議案

をお手元に配付しました議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

 なお、討論、採決は会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第６号 

○議長（荒川 政義君）  日程第６、議案第６号令和３年度周防大島町水道事業特別会計予算を議

題とします。 

 補足説明を求めます。伊藤環境生活部長。 

○環境生活部長（伊藤 和也君）  議案第６号令和３年度周防大島町水道事業特別会計予算につき

まして補足説明いたします。 

 令和３年度周防大島町水道事業特別会計予算の３ページをお願いいたします。 

 第１条は総則です。第２条は、業務の予定量について定めております。 

 給水件数を９,９００件、年間総配水量を２１４万立方メートル、１日平均配水量を５,８６３立

方メートルと予定し、主要な建設改良事業として大島地区における水道監視施設更新事業
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３,５０９万８,０００円としております。 

 第３条は収益的収入及び支出の予定額について定めるもので、収入につきましては第１款水道

事業収益を８億５,０７０万９,０００円とし、内訳といたしまして第１項営業収益３億

５,７１４万円、第２項営業外収益４億９,３５５万８,０００円、第３項特別利益を１万

１,０００円とし、支出につきましては第１款水道事業費用８億３,７０３万６,０００円とし、

内訳といたしまして第１項営業費用８億３３０万２,０００円、第２項営業外費用３,３４３万

４,０００円、第３項予備費３０万円としております。 

 ４ページの第４条は資本的収入及び支出の予定額を定めるもので、収入につきましては第１款

資本的収入を３,５００万円とし、内訳といたしまして第１項企業債３,５００万円とし、支出に

つきましては第１款資本的支出２億２,０６９万１,０００円とし、内訳といたしまして第１項建

設改良費３,５０９万８,０００円、第２項企業債償還金１億８,３９６万７,０００円、第３項固

定資産購入費１５２万６,０００円、第４項予備費１０万円としております。 

 なお、資本的収入が資本的支出に対し不足する額１億８,５６９万１,０００円は、当年度分消

費税及び地方消費税資本的収支調整額３１９万円、過年度分損益勘定留保資金５,５４７万

７,０００円、当年度分損益勘定留保資金１億２,７０２万４,０００円で補てんするものでござ

います。 

 第４条に特例的収入及び支出につきましては、地方公営企業法施行令第４条第４項の規定によ

り、当年度に属する債権及び債務として整理する未収金及び未払金の金額はそれぞれ６５万円及

び１６６万７,０００円としております。 

 第５条は債務負担行為について定めるもので、その概要につきまして御説明いたします。 

 まず、柳井地域水道事業の広域化に関する基本検討業務が今後の広域連携推進について方針を

決定するための検討書を作成することを目的とし、企業団を構成する市町のうち岩国市（旧由宇

町）を除く１市４町で共同実施するものです。 

 期間は本年度を初年度とし、令和４年度の限度額を５３４万９,０００円と設定するものです。 

 次に、上下水道料金窓口業務等包括業務委託は、令和２年４月より柳井市の受託業者へ期間を

令和２年度から令和３年度までの２年間委託していますが、来年度末、委託期間が満了すること

に伴い、新たに令和４年度から令和６年度までの３年間、限度額を１億６４２万５,０００円と

設定するものです。 

 ５ページの第６条は企業債について定めるもので、起債の目的、限度額、起債の方法、利率、

償還の方法を定めております。 

 内訳といたしまして、大島地区における水道監視施設更新事業について限度額を３,５００万

円としております。 
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 第７条では一時借入金の限度額を７,０００万円と定め、第８条では予定支出の各項の経費の

金額を流用することができる場合として、消費税及び地方消費税に不足が生じた場合、営業費用

及び営業外費用の間の流用を定めています。 

 第９条は議会の議決を経なければ流用することができない経費として職員給与費７,３０８万

６,０００円と定め、第１０条は他会計からの補助金として水道事業健全財政運営のため一般会

計からこの会計へ補助を受ける金額４億３,００２万円と定めています。 

 第１１条では器具費や材料費等のたな卸資産購入限度額を１,１００万３,０００円としていま

す。 

 附属資料といたしまして、６ページ以降に予算説明書などを添付しております。 

 以上が、議案第６号令和３年度周防大島町水道事業特別会計予算の補足説明でございます。 

 何とぞ慎重なる御審議の上、御議決賜りますようお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 議案第６号の質疑はございませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  一点だけお尋ねをいたしますが、これは前回の議会でもお聞きし

ましたけど、この公営企業会計になって外部委託もされて、要するに水道の経営の健全化という

ものに独立してというんですか、取り組まなきゃいけないと思うんですが。 

 外部委託で３６０万円程度の削減を図るということが執行部の目標として掲げられたと思いま

すが、今回の予算で、この新年度の予算で、その目標には近づいているのかどうか。その辺だけ

ちょっと御答弁をお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  小泉水道課長。 

○水道課長（小泉 周三君）  お答えいたします。 

 予算書の１２ページの給与費明細書、その中にありますアの会計年度任用職員以外の職員が、

水道課における人件費の前年度、当年度の比較となっております。 

 職員数につきましては、当初から計画をしておりました１名の減員を行いまして１０名となり、

人件費削減を実行しておるところであります。 

 しかしながら、今、御覧になっておられる人件費の予算額で見る２か年の比較の増減につきま

しては、一番右端にあります３６万４,０００円の減額という数字に、この予算書におきまして

はそのように表示されておるんですが。 

 この増減額につきましては、当初予算編成時において現行の職員人件費を本年度と前年度の

２か年で比較したものになっておるため、４月の人事異動により人員配置が起こった場合は、そ

の調整を前回の議会のときにも御質問があったと思うんですが、毎年１２月補正で行うため、給

与費明細書においては３６万４,０００円という数字にしか見えることはないのであります。 



- 158 - 

 実際に１名職員を削減した関係で、実際の人件費の削減幅を比較した数字を確認するにおきま

しては、昨日、議案で上程しました３月補正の議案の中に、第３条に職員給与費の補正後の全体

の数値が８,１１１万４,０００円という数字がございます。 

 今回の当初予算の５ページで、第９条にございます職員給与費の数値は７,３０８万６,０００円

となっておりまして、その差額につきましては７０２万８,０００円という数字が実際の１名減

の減額という数字に表れていると思われます。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでございますので質疑を終結いたします。 

 お諮りします。 

 議案第６号令和３年度周防大島町水道事業特別会計予算の質疑が終結しましたので、議案第

６号をお手元に配付しております議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託することにしたい

と思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、議案第６号をお手元に配付いたしました

議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

 なお、討論、採決は会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第７号 

○議長（荒川 政義君）  日程第７、議案第７号令和３年度周防大島町下水道事業特別会計予算を

議題とします。 

 補足説明を求めます。伊藤環境生活部長。 

○環境生活部長（伊藤 和也君）  議案第７号令和３年度周防大島町下水道事業特別会計予算につ

いて補足説明いたします。 

 予算書の３ページをお願いいたします。 

 第１条は総則です。第２条は業務の予定量について定めております。 

 処理区域内人口を６,２００人、年間有収水量を５３万５,０００立方メートル、１日平均処理

水量を１,４６６立方メートルと予定し、主要な建設改良事業を久賀・大島処理区及び東和片添

処理区の未普及対策事業及び東和片添浄化センター等の施設更新事業に係る特定環境保全公共下

水道建設改良事業として１４億１,６７８万２,０００円、秋処理区１軒用マンホールポンプ設置

事業等に係る農業集落排水処理施設改良事業として５６１万円、浮島処理区（浄化センター機能
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保全事業）に係る漁業集落排水処理施設建設改良事業として４,３７８万円としております。 

 第３条は、収益的収入及び支出の予定額について定めるもので、収入につきましては第１款下

水道事業収益を１１億１５９万６,０００円とし、内訳といたしまして第１項営業収益１億

５２６万７,０００円、第２項営業外収益９億９,６３２万９,０００円とし、支出につきまして、

第１款下水道事業費用９億７,７５１万４,０００円とし、内訳といたしまして第１項営業費用

９億２,６４３万３,０００円、第２項営業外費用４,９７８万１,０００円、第３項予備費

１３０万円としております。 

 ４ページの第４条は、資本的収入及び支出の予定額を定めるもので、収入につきましては第

１款資本的収入を１４億７,４４９万６,０００円とし、内訳といたしまして第１項企業債８億

８,０３０万円、第２項補助金５億５,９０５万円、第３項負担金３,５１４万６,０００円とし、

支出につきましては第１款資本的支出１７億６,２８４万８,０００円とし、内訳といたしまして

第１項建設改良費１４億６,６１７万２,０００円、第２項企業債償還金２億９,６６７万

６,０００円としております。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２億８,８３５万２,０００円は、当年度

分消費税及び地方消費税資本的収支調整額７,９０８万８,０００円、当年度分損益勘定留保資金

１億８,５５４万３,０００円、繰越利益剰余金処分額２,３７２万１,０００円で補てんするもの

でございます。 

 第５条は、企業債について定めるもので、起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方

法を定めており、内訳といたしまして、久賀・大島処理区及び東和片添処理区の未普及対策事業

や、東和片添浄化センター等の施設更新事業に係る特定環境保全公共下水道建設改良事業８億

４,１６０万円、秋処理区１軒用マンホールポンプ設置に係る農業集落排水処理施設建設改良事

業４６０万円、浮島浄化センター機能保全事業に係る漁業集落排水処理施設建設改良事業

２,３４０万円及び資本費平準化１,０７０万円の計８億８,０３０万円を限度額としております。 

 第６条では、一時借入金の限度額を５億円と定め、第７条は予定支出の各項の経費の金額を流

用することができる場合として、消費税及び地方消費税に不足が生じた場合、営業費用及び営業

外費用の間の流用を定めています。 

 第８条は、議会の議決を経なければ流用することができない経費として、職員給与費６,９６６万

１,０００円と定め、第９条は、他会計からの補助金として下水道事業健全財政運営のため、一

般会計からこの会計へ補助を受ける金額を４億３８９万円と定めています。 

 附属資料といたしまして、６ページ以降に予算説明書など添付しております。 

 以上が、議案第７号令和３年度周防大島町下水道事業特別会計予算の補足説明でございます。

何とぞ慎重なる御審議の上、御議決賜りますようお願いいたします。 
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○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 議案第７号、質疑はございませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  １点だけお尋ねをいたしますが、３ページに収入支出があります。

今度久賀大島処理区が供用開始になりますけど、この営業収益に対する営業費用の比率というの

が令和３年度で１１.３％ぐらいになるんですけど、予算ベースで昨年度と比べるとこれが収益

率というのか、それが下がってるということになります。 

 久賀大島処理区が供用開始することによって、まだ初年度は影響ないのかもしれませんけど今

後ずっと、例えば全域が供用開始されて、維持管理費というのも、相当負担になってくるんじゃ

ないかと私は危惧してるんですが、その辺でどういうふうな見込みをされているのか、この営業

収益の率というのが上がってくるのかどうか、その辺をちょっと御答弁をお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  江本下水道課長。 

○下水道課長（江本 達志君）  田中議員さんの御質問にお答えいたします。 

 今年の３月１６日から久賀大島の一部供用開始ということで、広報等でも議会の説明でもさせ

ていただきました。令和３年度の予算、久賀大島の維持管理費として約２,５００万円程度だろ

うと、今計上しておりますが、当然供用開始当初というか初年度でございますので、接続率等が

あまり上がってこないだろうというふうな思いではあります。 

 ただ、今後条件、今と同じような整備面積がどんどん広がって接続率が上がるという条件では

ありますが、そうすると当然収入は上がってくるというふうに見ておりますので、ちょっと接続

率が８割ぐらいまで上がるのに２、３年はかかるんじゃないかというふうに思っておりますが、

それは改善するというふうに見ております。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  いいですか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  すいません、確認なんですけど、予算の規模が当然大きくなって

くると思うんですね。その中で、この収益率というのが非常に低いんで経営自体が、要するに私

が言いたいのは供用開始で８割なりすることで、この収益率が余計下がるんじゃないんかという

ふうな危惧をしてるんですが、そういうことは考えてないというか考えられないというのか。 

 だから、今１１.３％ですか、この令和３年度の予算で１１.３％なんですけど、これが上がる

のか下がるのかそういう見込みで、供用開始して使用量を増やすというのは分かるんですが、そ

れ以外にもやっぱり経営的な努力をかなりしていかないと非常に厳しい経営が続くと。 

 悪くなる一方だったらいずれ破綻ということにもなりますんで、そこをどう防いでいくのか、

ちょっと長期的な話になりますけど、そこのお考えをちょっとお聞きしたかったんですけど。 

○議長（荒川 政義君）  江本下水道課長。 
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○下水道課長（江本 達志君）  おっしゃるように、当然面積が広がって収益が上がるだろうから

ということだけでは当然改善はしていかないというふうに思いますし、それを改善していくため

にじゃあ何をすべきかというところになろうかと思います。 

 それは経費の削減であったり、例えば適正な料金なのかということにはなろうかというふうに

は思います。いろんな面を考えながら共同化できる、汚泥の共同処理ということもあるので業務

の共通化とか共同化とかいうことも踏まえて、経営の健全化には努力していくつもりでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 お諮りします。議案第７号令和３年度周防大島町下水道事業特別会計予算の質疑が終結しまし

たので、議案第７号をお手元に配付しております議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託す

ることにしたいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、議案第７号をお手元に配付しました議案

付託表のとおり所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

 なお、討論、採決は、会期中の最終日の本会議といたします。 

 暫時休憩します。 

午後２時10分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時22分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第８号 

○議長（荒川 政義君）  日程第８、議案第８号令和３年度周防大島町病院事業特別会計予算を議

題とします。補足説明を求めます。石原病院事業管理者。 

○病院事業管理者（石原 得博君）  議案第８号令和３年度周防大島町病院事業特別会計予算の補

足説明を申し上げます。 

 当予算は、周防大島町病院事業局再編計画に基づき介護老人保健施設やすらぎ苑を閉苑し、新

たに介護医療院やすらぎ苑の開設を盛り込んでおります。 

 また、橘医院の病床については、入院診療休止のため休床としております。お手元の令和３年
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度周防大島町病院事業特別会計予算書の５ページを御覧ください。 

 第１条は、総則でございます。 

 第２条は、業務の予定量について定めております。病床数、定員につきましては、令和２年度

予算からの変更はございません。 

 次に、入院患者数につきましては、２病院合計で５万４,９３４人。 

 ６ページを御覧ください。外来患者数は、３医療機関合計で８万１,５３２人を見込んでおり

ます。介護施設の利用者数は合計で、入所４万２,６４４人、通所３,８２４人を見込んでおりま

す。 

 次の７ページを御覧ください。大島看護専門学校の学生数は、１、２、３学年の計９５人を見

込んでおります。 

 主要な建設改良事業につきましては、後ほど第４条の資本的収入及び支出で御説明申し上げま

す。 

 ８ページを御覧ください。第３条は、収益的収入及び支出について定めるもので、業務の予定

量に基づき収入を合計４９億９,３６３万９,０００円。 

 ９ページを御覧ください。支出を合計４９億９,３５４万２,０００円と見込んでおります。 

 第４条は、資本的収入及び支出について定めるもので、収入の企業債につきましては後ほど御

説明します。 

 資本的支出の建設改良費の財源として、病院事業債及び過疎債借入を見込み、東和病院は

２,６３０万円。 

次の１０ページをお願いします。大島病院は２,６１０万円、大島看護専門学校は２４０万円

を計上しております。また、東和病院の固定資産売却代金につきましては、令和２年度検診事業

廃止に伴う検診車の売却９１８万１,０００円を見込んでおります。 

 支出につきましては、東和病院の建設改良費２,６３８万８,０００円は、薬剤業務支援システ

ムほか９品目の機器整備を、企業債償還金３億３,８７０万９,０００円は、令和３年度中の償還

予定額を見込み計上しております。 

 橘医院につきましては、企業債償還金１億２２８万１,０００円を令和３年度中の償還予定額

を見込み計上しております。 

 大島病院の建設改良費２,７９２万８,０００円は、Ａ剤溶解装置及び逆浸透精製水システム外

１２品目の機器整備を、企業債償還金２億４,６４６万６,０００円は、令和３年度中の償還予定

額を見込んで計上しております。 

 やすらぎ苑の建設改良費６９９万６,０００円は、入浴用シャワーベッド外１品目の機器整備

を、企業債償還金５,０１５万４,０００円は、令和３年度中の償還予定額を見込んでおります。 
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 さざなみ苑につきましては、企業債償還金３,１７４万６,０００円を令和３年度中の償還予定

額を見込み計上しております。 

 大島看護専門学校の建設改良費２５１万５,０００円は、厨房の空調機器設置工事を、食品冷

却装置外２品目を、企業債償還金５,１９６万８,０００円は、令和３年度中に償還する予定額を

見込み計上しております。 

 資本的収入を合計６,３９８万１,０００円、支出を合計８億８,５１５万１,０００円と見込ん

でおり、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する８億２,１１７万円は９ページの第４条冒

頭に記載しておりますとおり、消費税及び地方消費税資本的収支調整額４９６万７,０００円、

損益勘定留保資金８億１,６２０万３,０００円で補てんするものとします。 

 次に、１１ページを御覧ください。第５条は、企業債について定めるもので、借入限度額を

５,４８０万円と定めております。 

 第６条は、一時借入金の限度額を１０億円と定めております。 

 第７条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費を定めるもので、給与費

２８億４,４７２万５,０００円、１２ページを御覧ください。交際費９０万円を計上しておりま

す。 

 第８条は、他会計からの補助金について定めるもので、計１３億１,６０３万５,０００円の繰

入れを予定しております。 

 第９条は、薬品や診療材料等のたな卸資産の購入限度額を定めております。業務の予定量に基

づき、８億１,５２２万７,０００円を見込み、定めております。 

 第１０条は、重要な資産の取得及び処分について定めるもので、取得する資産として機械２品

目をあげております。また、処分する資産として機械５品目をあげております。 

 附属資料といたしまして、１４ページ以降に予算に関する説明書を添付してございます。 

 以上が、令和３年度周防大島町病院事業特別会計予算の内容でございます。どうかよろしく御

審議いただき、御議決賜りますようお願い申し上げまして補足説明を終わらせていただきます。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 議案第８号、質疑はございませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  １点だけお尋ねをいたしますが、５ページに橘医院の病床１９床

というのがありますが、先般から休止ということで病床がなくなっておりますけど、これは令和

３年度１９床というここに謳ってあるということは、令和３年中は１９床維持して、できるだけ

早く休止状態を解消するという意味であるということでよろしいんでしょうか。 

○議長（荒川 政義君）  石原病院事業管理者。 

○病院事業管理者（石原 得博君）  橘医院につきましては入院受入れの休止であり、人員が確保
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できれば再開することとしております。看護職員につきましては、令和３年４月に新卒８名が採

用予定となっております。 

 今後、配属された施設において数か月教育することにより、夜勤人員が確保できれば橘医院に

おいて入院受入れを再開したいと考えております。 

 入院受入れの再開の見込みが立ちましたならば、議員の皆様や町民の皆様にお知らせし、補正

予算を編成することとなります。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  ほかにございませんか。新田議員。 

○議員（９番 新田 健介君）  ２つだけ。まず１つ目が、７ページの医療機器のこの器具の備品

の購入、これの詳細を教えていただきたいのと、これが先ほどの説明だと１２ページにあります

よね、一番下の第１０条の中に。これ東和病院だったり大島病院だったりという機器がこれに当

てはまるのか。あとほかのところの、やすらぎ苑ないし看護学校これの備品が何なのか教えてく

ださい。 

 もう１点、すいません。看護学校の学生数に関して、これが昨年度、例えばで言うと昨年度が

１０５名であったと思うんです。当初予算の中ではですね。１学年が３５人、２学年が２９人、

３学年が４１人と。それが１こずつ上がって、例えば２学年になったら３５名だったはずが

２９人になっとる。２学年の２９名だったものが３学年で今年度は２８名になっとると、それぞ

れ人数が減っとるその理由を教えてください。 

○議長（荒川 政義君）  大元病院事業局総務部長。 

○病院事業局総務部長（大元 良朗君）  新田議員さんの御質問にお答えいたします。 

 ７ページの医療機械器具及び備品購入についてですけれども、東和病院については１０品目で

ございますが、薬剤業務支援システムこれは薬局において処方チェック、医薬品情報等の検索等

のシステムでございます。 

 また、診療情報管理システム、病歴対処、いろんな診療報酬の届け出に必要で、データ提出加

算要件に必要な機器でございます。 

 次に、遠隔読影端末、体温管理装置、腹腔鏡下用の機器、それから膀胱用超音波画像診断装置、

輸液ポンプ２台、内視鏡用液晶モニター、オージオメーター、呼気測定装置、以上１０品目で

２,６３８万８,０００円の購入予定でございます。 

 また大島病院については、看護管理日誌システム改修と無線ＬＡＮ更新、薬品在庫管理システ

ム、ベッドパンウォッシャー２台、これはポータブルトイレで吸引瓶等の洗浄消毒用に使う機器

でございます。それからベッドサイドモニター、患者のバイタル情報監視に使用します。 

 それから電気メス、これは内視鏡の手術に使用します。もう１点が電気メスで、手術室にて使
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用します。 

 それから、透析用としましてＡ剤溶解装置及び人工透析用逆浸透精製水システム、それから内

視鏡システム用モニター、これは耳鼻科咽喉科の内視鏡検査に使用します。 

 次に、薬用冷蔵ショーケース、薬品の冷蔵保管、それから手持ち無散瞳眼底カメラ、錠剤自動

半切機、調剤業務に使用する機器でございます。それから、歩行訓練用体重免荷装置、下肢骨折

後の歩行訓練用に使います。 

 以上、１３品目で２,７９２万８,０００円を計上させていただいております。 

 次に、やすらぎ苑についてでございますが、２品目でシャワーベッド、寝たきり状態の利用者

の入浴に使用する機器でございます。またネオマグトロン、利用者の磁器温熱治療に使う機器の

購入を予定して６９９万６,０００円を計上させていただいております。 

 それから、大島看護学校につきましては、給食業務用の調理過程の粗熱取りの食中毒防止でラ

ピッドチラーという機器、また食品の保管用にテーブル型の冷蔵庫、調理道具の殺菌用で包丁、

まな板殺菌庫、以上３品目で１８１万９,０００円を計上しております。 

 また、１３ページの取得する資産に計上してないものは金額が決まっておりまして、１,０００万

円以上の機器について計上させていただいております。 

 それから２点目として、大島看護学校の学生についてでございますが、新田議員さんのおっし

ゃるように１年生と２年生がそれぞれ進級しまして２年、３年生の学生数が違うということに関

しましては、留年、退学等によりまして学生数が減少しているものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  いいですか。ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 お諮りします。議案第８号令和３年度周防大島町病院事業特別会計予算の質疑が終結しました

ので、議案第８号をお手元に配付しております議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託する

ことにしたいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、議案第８号をお手元に配付しました議案

付託表のとおり所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

 なお、討論、採決は、会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．議案第９号 

日程第１０．議案第１０号 
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日程第１１．議案第１１号 

日程第１２．議案第１２号 

日程第１３．議案第１３号 

日程第１４．議案第１４号 

日程第１５．議案第１５号 

日程第１６．議案第１６号 

日程第１７．議案第１７号 

○議長（荒川 政義君）  日程第９、議案第９号令和２年度周防大島町一般会計補正予算（第

１２号）から、日程第１７、議案第１７号令和２年度周防大島町病院事業特別会計補正予算（第

６号）までの９議案を一括上程し、これを議題とします。 

 質疑は３月４日の本会議で終了しておりますので、これから討論、採決に入ります。 

 議案第９号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これから、起立による採決を行います。議案第９号令和２年度周防大島町一般会計補正予算

（第１２号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１０号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから、起立による採決を行います。議案第１０号令和２年度周防大島町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第４号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１１号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから、起立による採決を行います。議案第１１号令和２年度周防大島町後期高齢者医療事

業特別会計補正予算（第３号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めま

す。 

〔賛成者起立〕 
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○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１２号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから、起立による採決を行います。議案第１２号令和２年度周防大島町介護保険事業特別

会計補正予算（第３号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１３号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから、起立による採決を行います。議案第１３号令和２年度周防大島町簡易水道事業特別

会計補正予算（第１号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１４号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから、起立による採決を行います。議案第１４号令和２年度周防大島町渡船事業特別会計

補正予算（第２号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１５号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから、起立による採決を行います。議案第１５号令和２年度周防大島町水道事業特別会計

補正予算（第２号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１６号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 
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 これから、起立による採決を行います。議案第１６号令和２年度周防大島町下水道事業特別会

計補正予算（第３号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１７号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから、起立による採決を行います。議案第１７号令和２年度周防大島町病院事業特別会計

補正予算（第６号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（荒川 政義君）  以上で、本日の日程は全部議了いたしました。 

 本日は、これにて散会をいたします。次の会議は３月２２日月曜日、午前９時３０分から開き

ます。 

○事務局長（大川  博君）  御起立願います。一同、礼。 

午後２時46分散会 

────────────────────────────── 

 

 

 


